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★札幌地区医療講演会

　　

・内科力ヽらな衝動喪死にっいて

　　

・整形夕圃･ｽﾞ)｀ら見た骨頭壊死につしヽて
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・医療相談会
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女地区だより

　

・柳幌地区「ステロイド剤匈蜷用についてし
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・旭川地区
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★おたよりコーナー

★会員訪問記録より

I★事務局万ヽらのお知らせ。
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軋幌光正医療講演合

秋も深まった去る/0月26臥北海道難病センター仁おし､て′札

幌地区医蘇講演会が行なわれまし7こ｡

御者Li合葬目名.合葬以外と家族が/4名｡小寺支部長の関

谷の接拶q掻､合熟火外の方のために｢腸席帝友の合.くれ碑卑

物品販売ご協力C)あ醸し＼孝の説明があLJまLT二.

そして謀臣聯召介の扱,諸演にう小Jました｡講演の顔.質問

の時間をbうげ.合葬以外o)方がhも啓開や裾謀っ噂奏極紬て出

され皆さんが熱旺聞いてし､あっしやる様子が印慶的7､LT=.

医療講演の扱け､甥所を,#えて希萱者による交流会及び相談

愈が行7/われ　ここて･ b和やかガ虜囲気の甲71質問や相真如ヾ出

され看吾桑かひヒヒさを過ごしまLT,"

Wi.鬼凄勝原病患者のほとんと･がステロイド0)あせ蕗どこか,

ております｡したがって今回の｢内科･啓形外科からみ7こ骨頭

虜乾し二つLlて｣とし＼うテーマは.非軌こ差し迫った問題として

関Iし､己高し､ものと.思し､ます｡

秀和出来なか1た方にとって甘その場で硬くのとしJ慮って

年少か)ずらし､節介t'あるかt,し水ませんが.これからの承番

生活に少しでもお花rlL:立っことを期青年します｡
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内科から見た骨頭頻発にJlいて

北大病院オ2内科　遁)'l Ba　苑生

大贋塀頭壊死とし､うのは何らかの原軌こよ,)大腰の骨頭がっ

ぶれてしまうことをし＼し＼､その勧て痛みが央こり歩LILJ</a:ら

虜合乙起こります｡

一　　二右､うことが形輝病の患者さんにかなL)の斬7･出現する

とし､うことが.蕨妊謹E]されまして大きtJ:問題になってさてし＼

ます｡その原田や治療法につし､て.厚生省のノ研究班などを中'じ

t-tm先がすすめられています.こ0)つぶれる原因とし､うのが.

血液の流れが一つCnL/一卜しがな＼し､とし､うこと.それから腸稗

病の患者さんLJそ右､う血管にし､ろLlろ､炎症を起こしたり､変

化を起こしたりする確率が高し､とし､うことと.磯原病卯年藤に

ステロイド,Tルモンを併し､ますが.そうLtう乗の彩管も蘭併し

鵬　てし､るの71舶＼し､がと言仲てLL才乱しれ･錐ttl小が直

瀕絶TJ滞E]かとし･ウニと蘭まっきりしてし､ません. ,絹果.病気

自体の奔化､あるし､ほ薬の斉藤.それから血管の炎症/tLlとLとし､

う古のがかLbみ食って起こるのて･LまfcrL､がと推測されてし.る探

勝なC7)7.才.こう､､うことがt考＼とのくらし､の比率-Z･とうし＼う

病気の患者さんに角㌧､がを､葬れくわ務LLようと思しl召≡す｡

願舟二つし､ておさらし＼してみますと, ;^'bの(回目6っの

病気が雁原綿経の異常があるとし､うことで腸帝病と言われてし､
3



ます｡

勝原粛

全身ノ性エリテマトーデス(SLE)

強皮症(pss)

97番椎筋炎･頗崩炎(PM ･ DM)
･慣性牌節りウマチ(RA )

甥性動晩炎( pN)

リウマチ賓た(RF)

これ以外に_ベーチェット病､大動肺炎症候群.シエーグレ

-/轟帰群なと･のように原田や定休､ノ検査上の敵兵を示すよう

な病気をまとめて修原南関建承愚､ヌ(ま類縁疾患とし､う′3､うに

呼んて･Llます.

先程お話しした大贋骨頭疲死は.こうLlう病気の患者さんL,～

比較的%(出ています.この中了､締lこ全身性工LJテマトーブ

ス(SLE)がこうし､う病気の中7b教が脅し､とし､うことなC9

ニーIZ;:三i_=∴∴:=二;∵__i- ●
所見を軌こしTltJの7す.全身椎工LJテマトーデスとし､う名前

からおわかりのclうL=会則こし､ろし､ろ7J:症状が7Lます.たし､たし､

血管の炎症が-tPJじになって起こってくる症状が脅し＼C)ですが.

血管炎ヒが碑節炎.それから血管炎に基づ､L,､て戊席炎tJ:とLのよ

うなものがよく端ます｡重症tt型としてしま甲榊経や簡略が冒

されるもの.それから′じ升席や解亡こ7Kが溜っTこりします｡顔面
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L=出る媒型紅匿や血管がっまって足が腫rJ-J, I i,為し､H月島の

先がくすかてくるとし､う二とも起こりうるれ†ですo轟の症林

て､LJL,イ/ -威容ヒし､ってー

寒さに床r｣激されると与の血源

の流れが貴く7Tって孝が白く

71＼ったLJ.あるし､しま'3(1.賢く

7TcL'っr-JJすろこt:もあります｡

これらの症状Lf病気自体に

塵イく産休だと,tPG､し､ますが､

そyt以紬二SL Eとし､う,StLL者

さんで大さ7/C;)は､先程から

お吉ししてし＼ますclうLこ､股

関節の骨がつ′3凍てしまう大

願骨頭頭死が.今あげた衣水

の把にも穴さる､問題として浮かび上がってし､るれ1です.

最池ま診断が犀くつし､て.治産も骨に比べてキメノ細かしl方法

がとれるようにJJIってさており.命を失うと､､うノ確率しまか7:TlJ

'ケ＼なく75:って非常Lこし､し確執こありますが.それて･もやLまL)安

産の患者さんがし､机､れ17･LJTJ:( ,病気の紬.っし､た場合

i:LJ.さちんとしたブ錦を腐極的相子td､うことが大tp7す｡

;欠にある図3しま, S LE(痛今断がつし辛虜iiL二と･うし､う冶麻

をしてし､<かとし､うその方針を解熱くまとdlTこものです.

∫　-



/:j ･
SLEの埠療方針

1.生活指導

a.増悪因子(柴州乳妊娠,分軌寒冷,ある種の薬軌感染,

手術.過労など)に留意する｡

♭.食事療法　栄糞素の均衡のとれた食事が原則｡腎症,高血

圧症,高脂血症,糖尿病,消化性演痛,肝機能障薯などが

あれば相応の食餌制限,特別食が必要となる｡

2.薬物療法

a.非ステロイド性抗炎症剤

軽症例,微熱,関節痛,筋痛,易疲労性等に対して用いるo

b.副腎皮f;5-%ホルモン

プレドニゾロン相当品 �4ｸ呵��2ﾉV��B�

パルス療法 ��蔬DBﾓ"����ﾖr�急性進行性腎炎 
3日間静脈内投与 �(i�Y��ｩ�ｩeﾒ�

_大正 田�ﾖx決�2�血中根減少,溶血性充血 中枢榔三rj乱頓死を伴う血管炎 

40-60mg 傚�ﾇﾄ韮ｶ鐙�*ﾙ�85�987ｸ6坪6���6ﾈ7H8ﾘ�ｸ5ｲ�

中等Ⅲ �#�ﾓ3�ﾖr�軽症野矢 

少塁 迭ﾓ��ﾖr�発疹.関節炎 

C.免疫抑制剤

Cyclophosphamide, AzathlOPUrlneなど,:

ステロイド不応性,進行性腎随喜,中枢神経降雪例はステ

ロイドと併用して用いる0

3.そ　の　他

血液透析:腎不全例

血柴交換療法:試用段指である.

ます生活祐尊て∴病気が/Sく71､る原E]を超し丁るT=d)に日光や

寒冷､案7=/ヒ､虜飢こよ1てはせ輝L,て落<tJrる方bL､るのて､

そうし､う時L二は避けるようにするとか.食事審議L=負をつける

+/と7才｡

清浄法の中でやtより一番大きね､カを才与ってLlるのか.薬狗麻

6
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法で.二の中て･tJ線-j･J腎皮質/ホルモンとし､う案が.この病気

菅沼寮する上で一番重要な4贈｣を果たL,てLLます｡この乗を揮

うこヒL-J　ってこの病気の予務とし､し＼ますが.斉藤の戒,#は非

常Lこ良くかってきてし＼ます｡これて二の舞気は助かってし.ると

言ってZ,よし､てLJ:う｡

て･耳からこの副腎jK酢トノL'3=Lソて･の着席Li.産打^j,<ことば

.　tLJ/弟まt+ん｡それ-71普通はプレドニゾロソ.ヌしまプレドニ7,を

)日D'oFJlg　ずっと何週間t,L頗合によ1ては2-3ヶ月ぼって

それて病気がたたが4,1て脛えら折ると.御Lこ減らしてし､<と

し､う治療て甘o Lがし･ /000m啓から2000m昏ヒし､弟F軌二脅し､畳

を3日間急動く都南でおとして.腎臓障害がどんどん遅むのを

新えたり､あるし吊頭の方に障害を起こったのを弁え7'=りとし､

う.新L,し､猫藤であるJIo)レス席漬b出てきてし､ますoそれて.か

なりの方がし､し､来館に狩ってし､けろとし＼うことで.内科の立プ易

●　がら強調してあさたし､のしま,二のSLEヒし､う病気が掛った虜

合してLJこうし＼う副腎原像不ルモー/を便う完療法が没膚.カ､n十

弁才署の耗蘇とし､うのかミ､戒要/a:んだとし､うことそれ　これが冷

日の骨頭顔死とまTこ折渡が出てくるれ1下す｡ 7･一すがら今のこ

とを覚えておし､てLt7･-J-:さたし､ヒI思し､ます｡

骨頭頑死rAN)とし､うのは.作の病気でt,起こることL捕り

ますが･柵二間摩L-ガ1てし､るのは勝布病の患者さん7塵こE)

易し､ということです･その中てt,､ #(てSLEの人に脅し､れナ

ア



それ全国の雁謀で集まって分析した紺果がかJpます.それよ

一番脅し､C7'が8g66鬼の勝原病の,電着さんのうちの/98名.つ

まり2.30/oの/SL1着さんにこのANが見られま乳(図4)

I_ :4
骨頭頑死の令､併頻度

く79し､むの)　　　　く少なし＼もの)

S L E　　　　6,32 0^　　　k一九滴麦群　0,270/.

筋　炎　　　225-0/o　　ぺ㌧チェ､L,卜病　o/5-y.

悪性関節リウマチ/.gl o/　　りウマチ　　　0./4･/.

McTD　　/,76 0/.　　強皮症　　　0./3 ･/.

中畑　　　2.00/o　　　　平　タ9　　　0,/6%

輝席婦の中てSLEや筋炎､強度症の症床や所見を少しすっ

谷わせて碑っPvICTDと呼ばれる病気が釦)ます｡この牌原帯

締-JX下して4/つtこ出てくる比率がPPL､のてす. S L_≡(乃堵合.

6.320/0.筋勘J2260/. ､熱性関節りウマテは/.8/a/0､ MCITD

とし＼うqLl/760/07甘oそのフ欠Lこシェーグレンが0.274/.､ベー　t

チ1､ソトが0./5-oji.りウマ千が0./40/.､凍原症が0./30/.です.

べ一チエ､/卜は0./So/.i,､ますが､実際の数からいさますと6r77

人のベーチエ､ソト澄者さんのうちr人7-:Lナ､､7-btlで.非軌こ

'LuJL＼のです｡それ,がらりウマチ6. 2.939人の患者さんを調べ

て4人ですがh非常にケfjIL＼わけです.

ヱこてこの病気を大きく2つにかけますと. I a/.以上cHと絞
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的タダし＼病気と発生確序が′レ､/JIL､病気ヒし､うことがかりますD脅

し､方しま全部乎丹すると20 0/0. /]/7fL､方が06 0/oてす｡

ヒ})してこうし､う/3-うに分すれるC71かとし､うことを　ニC7)箱

尿から希えますと.要するL-功し､右の病気ヒし.うのLi血管の炎

症が75,tJIり強し､れTで､冶席としてLJ先得お話ししまし7r-j･J腎

原質ホルモンをかなり使う摩類の病気と､､うことが卦L]ます｡

s L ELi先程お話ししまし7',iろ巨.煮鮒Lこ副腎皮質ホルモ

ンの-;6席が叱､要碩気です.それから筋炎むS LEと同じくら

し､あろし､Li腐蝕てよってはそれ以上Lて長くステロイドの着席

をするわLT7Lす.非常に再赦しやすし､病気で_ tJ:かかが舞LL＼

賓素を含めた病気7L･す.それがら常任関節りウマチ乙T:7'-:cn)

ウマチとし才媛し､､関節だLlではガ<肺や血管tJIとの内蔵L:t'炎

症を超こすの7､利よりステロイドを79くイ史うれ丁です｡回C

TDt'ステロイ日こよく原応するのて･R?はりよく撰し､ます｡で

すからこれらの4/つの帝気は.衛にステロイドを便うことが脅

し､病~気だとし､うこと7す｡

それから頻度の,Vz/し､方を見て3+ますと. l灯すしもステロイ

ドを99<便う病気て･しま爺りません. i)ウマチでしょ便うことしまあ

ってb99く1更し､ませんし､確度声zJ内戚障者がとんと-ん産んて

くるような在来がなし､P針).ステロイ日まま甘樫し､才せんべ一

チエ､ソト薪も解に中枢神経の産経なとてなし､P尿り､あまり採し､

ません.シェーグレン症候群の場合はステロイドを作ってb夜
?



くね､ら//し､その効果がは1さLI L,る＼し､とし､う二とて′,dLオ｣も

イ更し､ません｡て:gがらこちらの,Jj7dILL方の病気はあまりステロ

イドを修わなし､とし＼うこと71す.

今の段階で言えるは一骨頭壊死がステロイドをイ更ってし､るL

便うべき患者さんに卑し､e)協定ガです.て寸から.ステロイド

がこの骨頭壊死L/07d:(ノ関イ系してし､るとし､うことは言えろと思

し､ます｡まTこ一方､りウマチやべ-チェ､ゾト麻などしま平均0./6

%が摘やはりこ帰の病気自体が骨頭頑死を超こしにくし凍　●

貫があるのて.ほなし､か.とし､うことbまrこひとつの孝笑だと足

し､まれステロイドがが机)Bt,/響してし､ろのは孝実T-:し. bう

ひとつ病気自体が骨頭虜死i_起こしやすし＼要素を揮ってLtると

し､うことも.原田が射ますすhL†仁Lれ､さまゼん.それが全回

の勝原粛聾者さんを対象こして調べ7',_縛犀T/の7･1.

;矢tこもう,l/し具体的にとのような症状が出てくるがとし､うと

それよ痛み71す｡まT,d乙､LJ進んでし､和ま･レントゲ-/写葵て･命

りますが.卑し＼蹄期ですと写真て･猫が'f摘叫ません.僻頁　ヽ

虜死の見っガ為さ1刷よ.痛みて守‥患者さんV)蒸し､とし､う自

覚症林が一番79く86.60/.7rす.そして定期的にレー'トゲー'写真

孝頒ってし､ゐ場合1∴そ14て･介っT-_とし､う人が74･/.そらしtL､

ます｡あとは骨:/ンチのフ検査で冶＼171,～人が40/.ぐらし､です.て･

寸がらT-:い7-ILlgEo/o以上Li,冬着さん0朝え.つまり席し＼という

ことで羅っがることが脅し､わLlです｡それがちこうし､う節気て･
-　　/0　　-



ステロイドをイ更1てし､ろ八L二起こLJ易し､のは確が71すがあ､そ

うし＼)/患者さんを見てし.ろ内科の医者が.出乗れよ定期的に碑

杏をすることが木tW,:とL讐-し､ます.

勝原麻が起こ1 71-_暗にとのイ丘の薬の孝てL考寮をうりてし､たか

を､骨頭頑死を起こした患者につし､て.秦の音のバラつさを訴

べて3+まLT,"そうすると30rnqで満席を碑壊し吾人よ,)已. 60

rn昏て治療を間鰭した人に骨頭虜死の発生率が脅カ＼ったわけ7･れ

*　7才から. 7tくさんの薬を便った人,-JyL＼ヒ再,締男が出て､､

為のてす.その箱男が在やはり案を琴く便うがらなー1たの7圭

とし､4,3＼うに直<.結びっける危険性もあるれ17す｡しかし適

に言えは.二村-こけたくさんの案を傍か机Tれft/らTJ:し､<ら

し､.患者さんの蒸気が,gt;かったとし､うふうにも考えられるれ1

71す｡ですから.やはりあくまでt'薬をたくさんイ更ってし､ると

し､うことと.たくさん虎わざるをえな＼い程病気が垂かったとし､

う2つの考えをf77リ離してしまうことLiでさなーし､0)7∵す｡

4　そ恒,らもうひt/つ_こうし､う薬をたくさん便1てし､る蹄に

-は骨頭疲死LJ起こりません.病気がおさま1 7-,tc7)を見定めTJ:が

ら傾膏Lこ′LTLすっ寒を減らしてし､くれナ7Lすが.これらの患者

さんがとうし､う暗軌=骨頭虜死を蕃症した力､とし､うと. 60yn卵､

らず1と済らしてさて10mか×下Lこなっ7,-水飴の蹄L-JP<発症し

てし､まれ7-:し､7--:し､ワ割く･らし､の人がこうし､う碑鍬て起こ, 7

います｡ですがh病気自体の活動唯がすごく高し､日和,&こるC7'

′/



て(,37=cLlく､病気の長し.ノ結果あるし､は治療の箱果て出てくるとし､

うことがわかりますo

それから骨頭頭死にTcLlる碑期の問題7すが, /締原案を使って

ガちとのくらい経って起こるがとし.ら.菜をイ史うとし＼うことLよ

着席L二人っT二ということ71すが_治療に^ってからl各日が-

各年し､よう71す｡そして3年以内t-J-IL､たし＼610/oの人が起こし

てし､ます. 7才から患者さんC)占者帰3耳JX動く起こ1てくる

の7､す.それ以上. 4耳や5-耳磨ってカ､ら7J:ってくる大連はた

し､'3ilんIVか< 7:rります.

(亘三つ

骨頭頑苑発生率

/3･3 0/ (L2^/?oX)

∴二･う･

骨頭頑死出現率

｡和則緩さy(T=率

約73 0/. (/6^/22/く)

｡月~側のみの率

鮒27% (6y22人)

これわ曽田先生(北大馨形7榛斗)の方で.私速の牙2和科(I

かかってし､るS LEの患者さんを命析し71-jt一夕て･すが. 90人

のSLE(刀患者さんのうち(2人いたれナてすQ　‖雪5)こtt【J

I3 30/.て､合､国廉計灯ら見ると%すぎるのでLJttL､がと言われ

ると酎ほすが､入醍患者さんを中′LL-Lこ調べた別の蔵置の絡果

て･ほ.やしかノこんLfもC7)て十数パーセントでL7',"

次に.増田先生の方て▲22/くの選者さん(Eg]6)を診られてし＼

/2
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ましたが.そのうちC9月伊｣71-lLlなるのか､あ為し.LJ両側も､るの

かとし､うことて･甘22^てJ人2つ1Lつ矛‖jますから合邦で朝一

てすがt 44のうちの32が両側Td､った八てワ30/o LこあT=Lj.和則だ

Llの八LJ12て･ 270/0 7･し7-_.把の大学ch紹果てtもたし､T-_し､同じ

てIt r7割く.;し､が両側も､っ7-=人て･ L71-" 7･すカーら両側とt'7:tる

ノ確率が非軌:高し､とし､うことが倉､ります｡

次に.机JLノ牙2内斜の患者さんて･.佃の症珠と骨顔虜宛の

間作LJとうか訴べてみましたが.レイ/一現象や皮膚Gl浦虜が

でさやすし､人がなるとが､あるし､LJ足の血管がつまりやすし.人

がなるとかし､うはっさりLT二紹罪は出ません7LT,_｡先輩の者

とちょ･7ヒ膏頼しますが.牙2内科の射斤の解界7む.案を凍

ってがhと･14くらし､7･骨頭虜死HJd:るかというと. 3耳以内に

6～ワ割ぐらし､7.乎均して2年/0ヶ月<･らし､が一番脅し＼とし-

うことが冶＼りまLT,"

それカ､らネ頑の素の便同者てLすが､全国の集計て･は60咽から

横っT二人が申し､とし､う紹果て･したが､私達の居着さんてみたど

ころ･ 60m昏て強めようtAOm啓7顛かようとあまり凄いLJf/かク

I-1よう7す｡

それから菜をと･かくらし､腐けたかとし､う総畳の達し.て∴今ま

て了こくさん飲んだ人がなりやすし､がと･うかとし､うことb粛べま

LT二が.それt)79し､人が戒､11しむなりやすし､とし､うことはあり

ません-E･し71こ｡てすがらこの種弟からt'. 7:tfがZ/*､Lまっきりし
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た箱諭を出せなし､下ししろれナ下す｡

考＼の段酵7. -赤々の病気の原因としては雅#･J傑勝て､すが､

ひと1のこと71は深められす､それて血管の炎症[三とが.病気

自イ勘こよって起こしやすく7:/1てし､るのて･けなし､が､ SLE/a:

とがなりxP甘し､素因を解っている0)71まなし＼が､それからステ

ロイドと､＼う素の影響,悪い言棄て､言えはスj=ロイドの副作用

て､耳が･そ即これ二tfるの7･舶＼､が.そLて薬自イ本が原綿　●

舵上対して直礎に桑さをするの71才,'tL＼かとし､う#7則bありま

す｡こうし､うニヒが釦まいろけながら介ってさまし7',-

それてLLl今月町が大物かというと､そうし､うことL'J/ら7d:し､

ための予防とそれからなった虜倉の冶寮です∴古風:つし､ては

督形7卜斜の増田先生のオてずハと研究【こ取り組まれてやられて

し､るのて∴骨頭虜死とし､うことが介畑よグして･乙孝<発生t'jB

談して.その確o)I-各務方針をたてて乙らうことL-JJ:ろと思し､ま

す｡そ相承の内各L:ついてt,､し､ろLlろ綿術の方法や顔置･ ●

及び賃具ね＼とが着実に遜歩していますのて.､そうし､う且てのか二

虜e)余地とし､うo)はし､くらでむあります｡それがF'難･LL＼のしま

予防7･すが. S L_Et-A/らな＼､ようt-Aれよこ番浸し､れ77･す

が.それ工今のところできませんし.ステロイドb閑俸ありそ

うtJ:0)で採れなければ博し､の7･すが.これむ舟程からお弟しし

てし＼ますようし二ステロイドによる治産LJ絶拙く避けられTd:し＼こ

となので､.脳みb非軌ニスさいの7す.
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ですからここで-Arl軌,jT,凍ってし＼<しがfd:し､のて･す･つ

まり骨頭虜衆T,lLTて'/<て､病気を早く見1し†て貫くテ続落を受

けるとし､うこと打の-7才o診療の際しこ願頑死を心配してステ

ロイトのイ更う萱を′レ甘くするとし､うこと出ま､刺碩対ですロ

牽-するに内科の立虜としては病気を'L/して､も早く見っトトさ

ちっとし7-,_他愛-かつ充命な斉席を行なし＼ ､骨頭疲死出現の看

動二注港を払し､っっ診て岬さiJしなった頗合に月　琴形外科

の却弓の先生に孝釦こ相談するとし＼うヱU-It思し＼ますD

_､､1･.二＼二･二/::ftL.. ｢⊥＼- ∴･二､二二､ ∴ '- J-1､1.∴'-<~-1､､--

且L三池.て･'
膠原病r SLE.強皮症解離石英tPy動竺節炎.動解周囲炎･

シエーグレ-/症確顔)糖度疾患の更新の時期が建イし､てさまLT-"

昨年と同じよう再国人調杏葉を保健所よりLIT-1-:さ､通

+　乾草の病牌o)先生lこ記入してもらし＼_保健剤こ揮出して下

さし＼.解ら九㌧､.卓tS　寮寄りo)握健戸れ二和､令せて下さし､.

各イ呆健所Lこより　少々違う戸棉5)りますの-7tご注蕎下さい･

/S



%#/,,夕卜科から見た骨頭頻発について

北大麻紀馨形外科　増田武志免生

今EHま大贋骨頭牽腐低頭死の冶寮のことを斉しますが､その

前に骨ヒし､うのけと右､ろ組織7あるか.狩に穴腰骨頭虜苑と

言われる月妄関節がと･うし､うものて･あるがを､最初に説明いたし

ます.

骨頭とし､うのは骨の頭と書きますが.骨の端と言1T二万が普

通の人t-Jl舟るがZ)しわまでん｡それてlLJイ粥丈､骨頭疲死と言

･T=ら直ぐ大胆骨顔で代表されるのてLLようれ股関節とし､う

cM:常磐ヒ大牌骨がふ成LJilっていまれそLて大腰骨頭と常

磐側の号の日夏7t.服御節は腰AL^ELます｡この2つC)骨がむう,ir

L異体的しこ言えは.二の骨のまわりには軟骨があってそれが滑

らかみ＼動きをすろhlTてすが.二の骨頭と日暮から承る切が般

関節て最t,体蜜のがかるところて藩草関節とも言し､ます｡大体

媒関節にかかる73両本官の3倍ヒ言われてLlますo　これJ普通

こて碑し半時が3イ音ですがら.当,#:早<歩いT-JJ暗躍を<t. -と昇

る7'-It.ヵ㍉葬からと･んと降り7'-_蹄1-JS本別こ何百相とし､うカが

月莫関節L二がかみことに屯､りま1.このように六解骨頭しま. 77孝

的再F常tこ不利な,休況してあることが骨頭壊死が起こり易いニと

あるし､しま虜死を起こしγ二揚合Eこし､7)し､ろな変化を釆たし易し＼と

しサ原因TJれ1てすoされて牽本件が大確骨顔【こか)ます｡そ
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拙ま血管介満て.して.ニC7)骨頭して閑L,て言えLよl本の血管だLl

が暮春血管td:のです｡体豪の3倍から5-倍かかるような股関節

7.二の大勝r冒頭を栄養としてし､る血管とし､うのしま昨軌こヅな

し､梼兄L/hろれ1て.す｡

71すがらこれから轟を延d)て行さますが､ここの骨は解剖学

醇に生まれ7-t蹄から不利な水-,読:i-t置かれていること(,Jd=ります｡

●　それからもう一1･骨頭虜死と再のしま3,くまて骨頭が菟め､

しかむそれま主Lて血液が行がな<なって死ぬとし､うよう7/こと

を示しますが､他二骨が弱し､とし＼う病気て骨髄影症L骨努孔症

ヒ乙言し､ますが､これとしま区別する必要があE)i-1｡骨o)孝が

滅フてくろと.骨L-Jこくさんq穴が鯛(研L産と1,､う病気があ

ります0本宅細別こLJ二の兼影声と骨が死ぬとし､う頑死とLま違う

れ1て･1. 7-J-:骨頭頑死の原因として.二の鵜彰が骨が弱くな

るとし､うことが.その原因として何らかの形て関与するか乙し

+帰せんo私達の骨がと耐力て生さてし､るがと言うと凋と
し､うの府F常に大事みー無務物-fLあるカル,/r7みの蹄武庫,a:ので

寸. 1じ腺から筋肉から谷ての細月だが動くのLてカルシウZ,Lが/虻重

なわけてすが.カルシウムが/i,1/cLt< TJrり3=耳と骨からとんと･ん

カルシウムが出るのてす.骨LJカル=/ウムの990/.をBlrt巌してし､

ます.実際に歩く碑b骨が成季/どれナて･すが.内翻う疾.9､ltて刀

ルシウムが足りな(7rL)ますと骨を食い物こして.言､､凍えま

すと.骨が魂軌ころ＼って生命の碓梓がゐ＼されるC7'711.骨の租
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繍とし､うのは.実際しこ細腔があってこうや1て宮んて､lるんT三

とし､うようなところから藷を進めさせてしてこTこさたいと,写し＼ま

′す.

スライドはできるTiLし辛軒弓何語の入ってし､TJ.1㌧､ものを選ん7--:

っt,A)7･すが.甲には葵藷乙香し＼てあり3=す.これが顔御虎子

見Tこもの7才.ニ右､う紳舵がありまして.マウスの頭妄骨で.

すが頭菱骨という骨の外と内側､ニ1ちか脳の実質ですが㌧クト

と内側L-Jlいろいろ1J:細舵があります｡それて･骨p)守(,ト実は

>里まっている紳舵乙あるれ丁7･すが.実際Lこ細舵ヒし､うのは.

例えば赤く見えろのが大f醒骨で･か)まして.これよ骨の中【て埋

ま171こ紳庶7.才.実際【く骨の虜面Lここう､＼う小さい細腰があり

ますが.これJ笑LJ-生摩命骨を作ってし､ろれナマ･1｡二の下

の牙には骨を食べていろ細舵.大子な二細腔があるれ†て･す｡

ほト1)骨は常再乍1て頑され.虜さか作るとし､う/#り逐しの

中て克彦のイ本を支える頗能.働さをするわけです.これを大さ-

な電子顕徴頗て見ますと骨を作るの【まこういうような､細舵がた

くさん敷さっめて見えますL,.骨を食べてろ細腔は食べる執二

㌧､ろLlろガ突起と言し＼ますが.こう､､う二ョロ二ヨロと与を出

すれ1て･す｡そして骨の成分を食べて壊し　頑して作る､作っ

て頭首こし･う2っの細腔が#)為れ1てす｡

骨を作ろ紳舵と骨を食べる細舵はお互､､に影響し命し､ますB

カ､/プリングt,言､､ますが.ニC7)2っの細舵がか/プルして実

/a
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●

●

降しこ骨を作ってし､為と､､う月食てす. (図-2)普通G)来駕では

こうし＼う骨を食べる細舵ヒ作る細腔は手を紹んそうまくカップ

ル,しているのて･すが.大体大きいのがのさばる傾和こありまれ

こうなりますと. 7ソカ､ソプ()-/7t･.か./プルLTd:くなる採種

(EZト3)てし､7)んか問題が出てさまして.こうし､う東熊が骨

僻と言って骨がたん7-:んJl/?a:くなって.凄するL二項すo)が

77くて作為のがJi,甘し､休符です｡

-番病的TJ:tJのて間題L-JJ:ろのしま､骨が弱くなる､骨が少な

くなると､､うことで.こ0)吸収にウェイトがかがっ7-V時し二㌧､ろ

し､ろな＼問題L-Ji＼ってくるれ17･寸.こうし､う骨が弱くなる,骨

は実際に生きてし､為の7才が､生きてし＼ろ中て･b骨を作る細昭

と壊す細腰があって共頒して　そしてなされてLlるとし､うのがL

この骨組織IE･す｡

これはひとつCD著し､骨をヒイこ乙のですが.これでZ,分りま

すようL二骨o)端とし､うC)LJ､血管があまりつ7:j･がってし協､し､.

7-J-l上t,i戚び出しているたけ7才. (回-4)これiひとつの

木礎骨を碑っTこ写真ですが.入硬骨は子躍o)励ま突際に承長し

ていまれ叔関節と､､うのは非軌二体音の75＼かろところ7･寸か

ら.珍くの骨lノよう､骨の寸じか入り乱れておりますo(図-Sp)

稗に非常[-39く0)骨があるのが卦りますoイ本音のあま･)かから

なし＼ところは骨の量が少なくな17います｡この僻頁にかかろ′

のはシーソヒ思ってし.し､の7すが.月居て立っTこ場命､てこC)
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中心ヒt/る部分がか)ま1.てこの中′CLこ体蜜の3イ音の刀がが

4)､ることを説明してし､ます. ;欠乙実際L=数字を入れた値て∴実

際に体重が60橡の場合tS月足て立っ7J滴には･てこの中IL=L'JJ

大体/50喝とし､う3イ翫こ近い体車がかかるとし､う数年を当てLS

めT,_もC7)て･す.

;欠に特発腫大腰骨顔牽腐性感舞の藷( -SrL Jますが.僻発煙と

再のLS原因が解約し､とし､うこと7.10これと兼付すろの一が　●

刑新生と呼ばれろ乙o)で骨新や脱臼を言し､ますが.血管が破れ

て骨頭が死んでくる場合は外傷性の六腰骨頭牽腐柱頭死71､二か

tJ以前からいろし､ろありますし､それて1し､てLましま1きりLT--

原因t,解って､lる次です｡しかしこの堆熱性とし､うのは.康血

腫-血が少オ㌧＼.阻b/性-血がし､かみ㌧､.牽血管性=血管がTJ.i

L､.血管が狭窄す為.牽腐堆弓巨感染性　無菌性屠蘇-7.かし､.

と､､う膏味が含まれてし､ます｡これgBZi和60年から.解溌椎非

粛轟性骨疲死症として厚生省の解定家/GutL-JfLJまして.二の虜

合LJ'某すしも大豚骨顔L-Jl限られていませんそした｡ 575年から

は､実際Lこ問題し,JdIるのLJやはり大胆骨頭ではTJ:し､がとし､うこ

と7.親衛J解任大硬骨頭疲殉症として碑定疾動こ7J:りまL

T二｡この/0月からほ北海蓬b婦定疾患として産が登朝練t｣をとっ

て､その疾患の清廉に対する費用を励してLLます｡企画軌二

は富山県しこ成し､て2番目とし､うこと下す｡

今煮えられる原因としてLJ､これま骨を斬佃りにLT--ど二ろ

20
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●

ヒ照ってむらえは夜し､のて守が.これよ雁月方滴と言し､ますがL

そ右＼うようZJ細腔.これI血液o)/iElAきて血液が入ってさて出

ると動脈と帯解があるれ1て･.こういう骨の細胞潤して栄養

を与えるわLlて木下寸から一つLS､血管自体がし､ろし､ろな血

管炎やある､､tJ々ういうこと卜より血流自体が悪し､､あ為し､は

全くBn管白帆二は間贋がかくてt骨敵ならその年におLTる塵肺

が非軌て桝､場合.これま升から血管自体を/#めるような･圧

追-aろようなことしこよって血流o)阻害を起こします｡ -正規在

のところLi､骨の甲にある脂肪商あるいは血液の中にある脂肪

の大ささが.かTdIL)血漆の阻害に綿棒があろの7tJなし､がと考

えられています｡実摩(こ×綿羊責了.説明しますと　これが大腰

骨頭てす｡ 2.っの上の方が日暮で.これが腺関節と盲し､ます.

骨頭L-JS骨右変化嫁Y,いう.骨が白っぽくな1 7ししく現象が寒さ

ます｡ (政一6)これ3:後7Llヒういう蕎味が説明します.それ

からそう､､ろ反応がなくて､骨の粥節面が不整L-JJ:1てくる威

令､t,あります｡

病気がだんだん建んそし､さますt_､骨がっ′3ぐれてい<二t:香

示しております.動こ暴行しますと日豪と骨頭ががなLj<っつ

くと言､､ますか､本木あるべさ軟骨が摩耗して蘭節自体がこ虜ん

てさます.

詐断としてLJ.締lて痛みが大事です.痛3+のJ特徴的Td､乙のは

･膚′性cw-:る㌧､痛みむありますが.階段を<･Lっと上がった時TJとL

2/



仁魚L=痛みかくるのが_二の病気の股関節しこおける解徴的tfb

c7)7tすo

診断L=欠かせな㌧＼のがX線所見です.実贋L=死んてL L､る範囲

があって.正常と禿んて.いる骨の痩界部7･tJ､正常の骨からな＼

んとかこの頑死を浴そうとする友,応が′井手現われます.卑する

に血管が援大してし＼って､修頒してし､る層とし､うのが/y;1･壊死

層と正常の骨ヒの間L:存在する功が普通7Lす｡実際tこ取り出し

ました骨頭を見ますと.白し､部分が畢骨ですが禿んT-Ibのに押

してあるのが屯､んとかしてこの骨を治そうとしているEZ]です.

(檀-7)

治療の二とt二つ､､てお話しします.これ壬かZJり広し､範囲で

しかも骨頭隙,tB:と盲し､ますが.骨頭が変形した場合はこのよう

な人工関節L=置き凍えざるを得ません｡佃一g)二木て1d:白っ

ぽし､部分が落し､ところ7･すが.この上の日夏U/､L濃くtcLtヮ7-こ

虜合LJ人工関節と言､､まして.目蓋ch方も人工的な＼むqHこ凍え

ざるを拷Z:fL､場合bあります｡しかし軟骨の下のところ.こう

し､うところてほ苑ん7し､る0)てすが.正常との威日では′灯す骨

を作ろうとする細舵.骨を形成する細腔が盛んに活動します｡

軌二修複しようとする層が盛んにありまして.新しし､骨をイ巾ナ

加えてし､∠.死んrl:骨号新しし､骨をと･んとんイ巾十力口え7いる層

が見られるC7'が普通下す｡

これよ実際に死ん7-:新二対して､ぽんぽんと黒くtclってし､る

__　　一　　22
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部命か新しく出禾て､､る骨です｡死んだ動二村してね､んとか修

顔LcEうとして.新しし､骨がとんと･ん出来てLlる組織像を顕徴

虜で見r-_bのてすが､このような生体cn反応を利FlしてL TJIん

とがE]舟の骨て▲冶そうとするのか勿期例そばaT縦7才d

この例lJ骨をt77って手術し7-_i)0)てすが､笑顔lてワ卑衡まこ

のような石し､壊死像が.これたけLこ減ってさてし､ろので甘｡佃-

?)骨頭の中て正常か部倉があれま､その部分を体蜜の受け

ろところにもって<るよう1-Aる各桁て∴骨頭回奉骨切り術と

いう手術方法があります.

これま非軌こ索､､t)のと､角倉ながらやって古癖高が出てさ

てまT,_骨頭が陥深してでT-hものと､そ頼､ら少L,まT,:'#jfiy/欄､

って､､る､軌､燕稀古あるという3っの群('hLナて詐術Lてみ

ます.とう､､う症例が庚かったがと言いますと･ステロイドを

イ更ってt/っT-_人ヒステロイドを傍わ机､そ.これJ中耳の男性

でしカ＼むお酒を飲む八L-jyL＼ヒ言われていろグループ-Fすが.

そういう特熱性とステロイド/性(-b(十てみますヒL成績L掬は

LJ梓敵性の方が良い了や一般軌こステロイド/性の八白射,こ

の手術よ魂声と言､､ますが.虜死範囲が案外広し＼域合がみいの

717J:かなか7･さ7/L＼のてすが､例えは与術をLr=方/8人甲　y3

の人はあまL)=＼成績て･はなかっTここLLう切がステロイド催そ

れヾ､碑劉生の頑冶＼ほ大体満足LT,城頭が滞られておHます｡

この薪気には両側なる場合が脅し､の7すが.両虜.L性と月例椎
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i-bLlてみますと　やLまL)tl.･ちL>,かというと手術をLr-Rを正

常か方7うまく支えられますの7. jjJl則性の方が良いと言うこ

と乙言えます.

虜死の範囲というC)は別の問題71bりまして.こういう希術

をL T二人は虜死C)範軌ヾそんなに大さくrdIL､人7･す｡病気の範

囲が月以下の人は岡野かJiせん｡ %以下の人t/案外いいの71､

すが.それを超えると建矧二恩くる＼L,Jます｡これしま骨頭の壕死

を見る蹄L-JL.前方からすっとやられてし､<の7･側面から見ま

す.

これよと･う_し､う二とがと言Llますと.この手術は経ろの面を

前に掃ってきます.そういう手術て耳から当然後ろに床し､所が

右＼､ヒ出乗れ､れナ了.す｡これJ賓するに　て-さる7-:け体車の

かがる所に承､､面を締ってくるとし､うことです.

二のよ石二骨頭の扱方都に健帝都が見らytろ例は回薮骨切り

析て･.言し､凍えますヒ白倉C?骨て.着ろ可能椎があると言えます.

(EトIO)
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ニ剰生変股症園_6骨頭麻の謝象

TrT''T■ bL:.'　~ ■. -I

てh､

特発F摩骨頭壊死
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q (三3!y

ニ0)お二人の先生l:よる医療講演合のテー7'を2週間占

机ナておこして下さっT=0)は.,札幌帝の瀬質史子さん71す｡

それをレポート用紙に啓理して下さ,,rこのて･すが､一冊て･

足りなか1たとが･ -｡耳から入る医学用藷が難し<て.

亨L=当てLJめるのが大変7LTことのこと｡

と､うtJご苦労兼そし71-1.

医療フ相談合　一

Q　骨頭疲宛L-JJ:ると,もう白倉のカでLま新しし､骨を作って

L,､く刀がなし､ということですか｡

A　頑死と診断するのは.ほとんtiL骨が死んて･bむがLJIが診

断て･さかし､の7･1.たし､てし､しま虜死と正常骨ヒの間が境

界茂木と吉し＼ますが､治そうとする反応の#/;を見て診断　●

するので一才｡ 7.すがら原則胡ヨ介てt,浴そうとしてし､為

れTて.すQ LがL/そのまま放ってみさますと.たしてし､

Li骨頭がっ′3凍てきますがらTJ:がfcLtがうまくし＼かね､し､訳

てL~す｡

Q　骨の頭とし､うお藷が最れこあL)ましたが.足首とがそC7)

化C7)所tここうし＼う症次が起,ころことLJTJ:し､のてLすが.

2g



A　あります.努発唯の骨頑死と言し､ますが､大犀骨頭以外

の部イ立にも骨虜死を合併する人がし､ます｡ステロイドを

摩ってし､る人で+数パーセント7こと思います｡ -鹿野し＼

のは麻です｡孝和＼ら上腕骨頭.そ頼､ら足C)きよ骨ヒ

言し､ますがー足首の骨です｡

Gl　去年の6月に変形J闇安関節症71与術を愛し丁ました.その

殊. S LEと吉報卸されましてステロイドを服Flしてし､ま

す.変形,,/任脚鞭巨症でしま骨頭頑死L壊こらな㌧＼と言わか

ましたがLと･うなのてしょうが.

A T/がなか難しし､のて.すが.横自動よそのよう瑚ほ兇た

ことはありません.亜解任焚こう症と骨頭頑死は病6]が

全く巽rJ:りますの7､両者軌よお互し､に作岡しノ合うこと

LJTJLlL＼と.思し＼ます.

●　Gl　先程｣を川先生chお題の中-7.､ SLEの人で/日63m揮

夙してし､T,1人の700/oぐらし､しここの骨頭虜死が5)りーあと

の300/.の人しまこうし､う在吠(よね＼し､のてしょうが｡

A　蕃解され<,すし､のですが一骨頭虜死を超こした八が/00

人いるとします｡みんなステロイドを傍1てし､ますがら

その人蓬の中て･.最初にプレドニンを何吋から鰭め7'/A

とし＼う内訳を訴べたの71す.そうし7',1品dOm才をイ更1T=人

29



6ir｣ぐらし､下･あとIl140叩tが･茨に申し＼のか'30"折す

れそれから20mきてすそろし＼う内訳そす･ですから骨

頭疲禿L'JcLtった人の中で60r増を夜っ上人の比率が､-盾%

かっTことし､うことて･す･て寸から60mg4更っT,一人C) 7割は

骨頭虜死とTd:為と)､う蕎疎て､はみノま-tiん.

a sti年に骨頭虜死て･はTdI<.先程未詳に出まL/7,1骨確定

しこTcLlりました｡それっさり牽万f/の才でtよ何もお1しゃ占

fd㌧､のでBIJL二乗をノ飲む必要LJな㌧､ L,.席周骨がれんこん

のようLこ中に穴が閉し1,4穐T三と説明されまLTこ. 77/レ

ンウムヒtl,,そうし､う飲み物よ発て補うここLJ出ネるが.

二二才て.さたらそ41も/姓要なし､とお.1 Ld,つてし､まLr-_｡

4＼現在もすっとそのままですし.一時コノレ也tvトをつけ

てし､まLl,_が.それtJLlすく7滴~LlのてLPZlてしまし､.

今とま1日てし､ません｡そろし､う場合は.し＼つがそのうち

Lこ骨蕨疲死L -i/る可能椎が脅し､の7･すが｡

A L､し＼え.吉葉が足LJtd:かイこのて･すが　骨糎紫声とし､う

のは骨の量が減る蒸気tdIのてす｡て.すがら骨の者が減る

t,し＼うことと.骨が死めという骨疲鬼とは別のことと煮

えてもらった方がばっさりすると思し､ます｡

骨髄私産は骨が弱し､とし､うことて､骨が死ぬと､､うこと

としまそれ自体は全く別と考えて下さ､＼｡ 7-JISS-rJ腎皮質ホ

30



●

ルモンをイ更し､ますと.骨疲死よりbやLJり-番間軌二な

るのしま骨を,5-5(する作例､骨髄影化7す.骨相影庫とし､

うのLi.僕凄て.も50才くらし､LこfdIれゴ圭んだん骨の置LJ

減ってし､くC) 71れ7･すがらそれよある程度やむを渚zJ

L､の了.すが､僕自身としてしま77/レシウムを取るとが. ,Lt､

乳て応じて今し､ろいろな薬がありますがら.そうし､うb

のを利用しますとその暴行もかなり防げろと思し､ます｡

Q SLEプ)子横マすが､勲が出た衡二蝶型紅赦が出たのて1

-gが･これよその病気だと介っ7--1時畑丁出るのでしょう

が･それとも調子が牽くみ＼るといつも出るのてしようれ

A　普麺は病気が葬れこ起こった軌二一各出やすし､のです.

7守から勿発症承とし､って.病気L-i/っr-1時tこと､ういう

症水が出てSLEヒし､う病気だt介ったが.と､､うこと

●　　を鋼ベ7-m罪があります｡つまりS L Eの場合の勿発症

抽拭LIrてし､4っあLJますが､ -盾脅し＼のは何と言1 7

b関節痛てすd二中､たし､たし､革命以上の発着さんLこ見

られます.次Lまレイ/一現象7.そして今言っ7･=ノ額面の

煉型触菰7.1す｡あとは原因不明の発熱て耳｡これらの在

来がわ衆姪浜ヒして､病気が起こっ7-:動く出てくるので

す0 71寸から体の中71そうし､う免夜の男常が非常に活発

L'J/っT'甥に出るhtナて･す｡紅斑の本体自体LJ皮膚炎､

-　　　3/　　　-



あるし､LqTそのうとのものし｡者するしこ血管炎て･す3そ二i二

ある血管が免疫の異常の為に炎症を起こしてし＼るとし､う

ことてtl.これを引さ起こしJPす､､のは.例えばおE]席

て･す｡日動こ当たって.細腔が議動て焦し､方に働くとし､

うことです｡

Q　見逃してしまっT,JAL二.その在来がLLfらくすると自然

Lこおさまってし､る､とし､うようかことt‡ありうるのでし

ょうが.

A　そうし＼うケ←スIi/l'ilb＼方7-:ヒ思し､ますd T-Ji机､ヒLエ

苦し＼ざれ机､ヒ.思し､ます.とし､うのけ･ SLEと言って

乙音は宮し＼人はかり7-: 1 T,-のて･-a.動ま色々な承杏も産

んてし､ますし.こうし､う病気t二村する知教わ医者T,:tlて

なく:願の方や皆さんb掃ってさていますがら.軽し､

sLEと､＼うのむ,7(山見っかってさてし､ます･

一度私如＼と､が出た後.強し､紫夕卜線に当たらかし､でし､れ

Lil.少LLJ戊周東でbおさか)ます｡こうし､う東熊-71人

醸してさて.寮を伴う前にしばらく裾杏の執こ席子を見

ることが何E脛がありますがt病院に入院しr-J-IL1-て.役

々こ恒ヾ落ち着し､てくる方が釦Jます｡これJ･日光か

ら稀離されていろとし､うことも大さく彩響してし､ると思

し＼ますA



Q SLEでステロイドを/5-17竹飲ん7㌧､る方で-骨頭虜

死L-JdlLノ人工骨頭L=凍える手術を行ZJL＼､その方廉が終

って兜元に帰って禾7'-hG)て.すが.この方LIT-こまr-3仕手

が7K産加工0)11ちイ工事て今二現在b働してし､るのてすが.

そうし＼う立ち/f孝と頑乗との閑体tよ如何て.すが.

A　　やはり人工物をイ更うということは.これJ骨承虜死L二眼

●

●

りませんが､ゆるんだり.萩J'たりします｡　摩耗､

この間題はま7-:解決されてし､才せん｡ゆる3fと磨耗とし､

うのは何に醗酵するがとし､うと.菟窄言LlましたようLて

骨頭Lことれぐらし＼刀がカ､カ＼ろか､ tまっきり言えは体重が

40と告の人と/00掬の人でLJそれT-rLTで達し､ますし･そう

し､うようにとれ7'-こけカが勿<かかるか('Jってtそのゆ

るみが決まると言1てし､し､場合があ()ます｡

人間とし.うのは両方o)足7L立っていれ3･.摩耗計算でた

し､たし､両方の足を除いた半分矛っの刀が骨頭Lこかがって

います･ 7才かウiI引土孝白帆がな＼りの勇躍がかかっ

てし､為のてtす..椅子から正っ時了もぐっと11ち上がらTJ

LLてt､高し､位置から立っ時の方が象徴よJVTJI<て尭わ

打て.す.長し､距離を歩くとが.碑埠を昇るとがlJ出凍る

7-iLT#し1た方がし.し､としか言いようがありません.



〈札幌地区〉　　′トキ　キ明

月しこ｢屠所し､てし＼た交流会から､今臥壬初めて相談合を束ね

た勉強会を行なし､ました｡

去年の8月24E] 2時より.講師に市立札慣病床の河野先生を

お招きして_勧口人数Lf家族を含めて/?見下.テーマb私達､

願病患者の治療に欠かせなし､ ｢ステロイドo)8-･J作用について.

そし7二..

ネっめに.現在は70レドニ-/をとのイ立飲んでし､ろのかを苑生Lて

知フてもらうため卜∴自己蘇都下を兼ねて病魚.発病卑凡現在

ステロイドを飲ん7･し､ろがとうが､飲んて･し.る場合はtLの位の

優かをや/Li主務してもらし､ Lそれから先生のお藷に秒)ました｡

以下Lまーその時の.硝子を堵さんlこ知っていT-Jごくたれテープ

をおこして先勤こ見てし1-1-:さーそのまま載せるニヒにしました.

この祥オ形式の交流会として. q月28EH-/贋席薪の瀕黍碑

E二つLlて.とし､うテーマで･牙2回日を行7d:し､まし71-1｡

これから. 7.されば2ノ7月にJ原皮の副食て･爾し､てし､さたし､

と思っておりまれキーて6病気のことtこしぼらず.腐さんか

らの孝掌を聞し､て.今年4月がら改正される年金G)許なともと

日上げてし､さT-Jヒ考えておlJます｡
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｢ステロイド剤の副作用につし､て.

市棚姉院オ3特科　河野通史先生

ステロイドの副作刑の轟の前して.この素の′頗瓜二つ､lてお

話しします｡

例えばS L Eの場合. Sp卑生府率が5ロQ/oLXTの蹄七が3) LJ3

し7-"それJLまとんとが腎不全のよう(弓F常に尽くなってがら

●　発見され上席如,.ステロイドの便し､方が解らガくてイ更し､こな

せ/A:かった為7才｡とこ7)が今.(/980阜)は900/.I:X上71す.

その最大C)原因LJtステロイドの冶寮がうま(し､ってし､る二と

7すレこの他.ステロイドL二より延命でさろようになった顔患

Li教77<あり.イ更FFはを間養え机1畑調締lく良し腐,a:れ十て.

す.

Lp-L,､薬とし＼うもcn-JJl匿す主作用と副作用があります.

副作用がなし､と言われてし､る漢方薬L=る当然あるれ†それ副

●　作用てあるがとうがの判断は､五線て香えLま-度飲んで何が

産休が出て.それを止めて在吠7bl肯くね､り､ま7二ノ飲ん7.-:8割くそ

の在来が出るカ-とうが､ a lと威軌こ言えば.二督高額試験を

やってみみ､し､ヒカ＼りません｡今まて･ほ,虜実に副作用とかちb

clJx升は菜の説明者J-Jd記載､しな<てよがっT<の7･すがー原資

は.副作刑としてみJ蹄力むのけ全て書がなけれまいLTTJ:U､こ

とL-A/ってレ､ます｡て耳がわ.廉L･J寸し.ていろ或明者L-A;暗･Jl乍
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恥二つし､ても詳細二者がjlてし･ます｡ステロイドの齢b.磨

実ね､ものと5T能があるものも%めて書かれてし-ます｡

それ71(3　ステロイドの一舟如勺灯ことからお話ししましよう.

'lltLhlt! I.主要lJ:合成ケルココルナコイド刺の効果と血中半減期

･T,J-　--- , r･ル, i I Lrlい鵠日用匪帖.t_(1.rytt..軒l･l闇悌㌢詔

Shurトat.tlll肖

cOrlはOne

hydrocort L…】e

mterme'lluLe-nctmJg

predn lSOne

pre(hliSOlone

meLhyllJrCdTuSUlon亡

LrlamCil101ouE

long-achIg

dexame【llaSOne

paramethasone

betarneEhasone

25　　　　　0 8　　　1 0　　　　　　　　　　　　　　　tJ0　　　　　　8--12

20　　　　1.0　　　1.O 1(n tJO　　　　　　8-I:ヱ

18-:16

18-:it)

1 8･一一36

18-3l)

0. 5　　200　　　　　0　　　　　　910　　　　　　300　　　　　36-5 I

20　･ 50　　　　0　　　　　　　　　　　　　　300　　　　　36-51

0. 5　　　70　　　　　0　　　　　　710　　　　　　　3(X)　　　　　36-54

(^xelTOd L et i)1 MedlClrte 55　39, 1976,柏木充溢　長罰医学39 1561. 19B4)

副腎皮質/1Uレモー'とし､ 1てむ非常に超頬が脅し､hLT7･すが.

屑綬時間の長さによって3廟に分かかすす｡

夜<便われてし､るt,のとしては.ハイドロコーチゾンがあり

ます｡これが#,色の発作み＼と.にイ更し､ます｡それJ血中羊頭和が

9線生物解押滅期がg～I2府鯛t:-E7bた机､れ17､す｡ ●

ですから,ステロイドの副作用をできるだけ,V7:/(するのに具

令示し､し､のです.

顔も濠くイ更われてし､るものが.プレドニゾLロンです｡プレド

ニゾンLJ日本でLd市販されてし､ませんの7. I/-見向LZ/し､て下さ

し､｡二のプレドニゾIuソが.一つ鯨にプL,ドニンと言わytてし-ろ

ものです｡皆さんが凧'g･とし､う軌-Ji.このプレドニー'のこ
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t･がほとんとで1銀がSTmきてす

;穴のメチルプレドニソ､ロンは､中瀬神経系のSL Eや食性増

恩の腎不全の成合なとLて/fJレス療法とし.ヮて･ 1%(I.000rng) 3

EJ研ぐらし､点滴で行Tdrう方活o)呼出EL､ます｡

一番-f=のベータメサゾソとし､うのが.り-/デロンG)ことです｡

デ考サメサ/いソヒし､うのが.デカドロンのこと7す｡

●　こ帰の血中湖期や生物部畔減額Li非軌:長し､わL171･
パルス蒸執こ採用される〆チ/レプレドニゾロンが解赦される前

や.パルス産湯が勅d)て行7Jわれ7二好/.Iと･L二.代れ)の案とし

てデキサメサゾー/が硬y,れてLlまし7こ.それからプレドニンでt

6olng以上観ようTJ:虜合.胃清彦などの頻賓が非常に商し､とさ

れデキサメサナンの注射液が代わりをしてし･7--1こともあLJま

す･血中に入って.そ恒ヾ処理される言での時間の凄さL-Jり､

(席し､t,の7 a-12時間.潰し､bのて･36-54碑間) 3っに頒

●　してか)3乳その中て願席で励っ焔ものはプレドニ′
ロン･メチルプレドニ､/･ロン.デキサメサt/L-/､パラメサゾン､

ベータメ サゾ-/為､ど7･~す.

毒1グルココルチコイド刑の対応JLと市版荘別名 

(l宝主) 倡9Lﾈ益wcｲ駭ｲ疋dｩkﾂ�

25mg �5(�ｸ6x92�ぴ��

lIydrocortisolーe(HydroCr) �#��R�R����ﾔ��4R��絣��絣�

Prednisoーonc(Pr) Meth).tprednisoⅠone(MelhylPT) 刄＜hロール 



l感の姉貴が載ってし､ます.コーチゾ-/が25m才1 7.レドニ

ゾロンが5mg.メチルプレドニゾロンが4叩､ベータメサゾン

が0.Srngとガ1てし､ます･プレドニソC"0舟の/が'Jl,プロ-/

とし､うことL-JdIります.

飲み方につし､てですが. =ヨおきに鰍虜合がありまれプ

レドニ-/7･t,生物学的半減軌よ/8-36時間あLJ､ I日おきに飲

ん7･む勅僻(二は,kh･)ません｡先生方の間7･げ素見が如＼41 ●

ろところですが､ l日おきtて併んT,:1才が劇作肘が.'yl/し､とし､う

煮えむあLJ言乱

し､わゆる膏篤IJ副作用

が5)げら11てし､ます｡

例えば.感誇症とし､っ

て爪C)鯛が化膿して.そ

こ1'､ら/細菌が入り敗血産

I-Jd:る例もあります｡虫

歯も､yi･もきちんと頚蒸す

T且ble 2.合成tりV皮突ステT,イド剤の王蔦lu作用

感敗珪　　　　58(36) 338(178) 302(15)　53　　26

帝=ヒ甘合併症　56(22) 276 (75) 247(49)　30　　9

納神陣'iE　　　32(LI) 151 (4) 162(6) 18　　6

相席蛸　　　　10　　125　　　81　　　29　1 1

急性捌腎不全　21(13) 60(27) 57(21) 1(･　0

柄的け折　　　　7　　　32　　　35(ll)　-　　2

日:…-''　て. I/

血管r町.g (血

軌l平淡など)
10(6) -　　　　20

他行(19t,3). LWIL(1'N'5). tl'州(lリー輔) V)lr.m上J;'HJllfr.

twirl(1965). JHl(llJ70) I)り淵はfI的榊

ろことが大切で･すe

鼻丘IJ統生物啓が祁軌二進歩してさて.適177E:-;6席を行7:/え

l物くの場合.欺出産て･b治癒することがて･きます. r-J-:･通

常の抗生甥質が無知なウイルス疾患や頁蘇.原虫かとの場飢ま

注賓が′妊要です.長期Lt大風てステロイドを授与する腐食Liそ

れら(,JIL,.予防服与をする蹄もあります｡
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謝ヒ菅谷併症の中では腎演務が非常に77し･れTてすが･それ

再寸廼して了ムカム79する｣ ｢吐き気がすろ｣ ｢痛みがある｣

｢傭欲がなくなる｣な､ヒ･もありまれステロイドのイ更↓方t'上

阜(-i/ってさて.みてL引まとんと･の虜&.予防的L/t続演痛風が

孜与されろよう`-JJ:ってし､ます｡また.むし腎頒摩J-A/17し

ま→T-t場合7･も泉動ま非熱く倹し､案が､てさてし､ますC)で･ ､そポ

●　riI成心､りません｡
頒神障害ですが､畢し､人7･tJ｢イライラする｣ ｢おこりっぽ

くなるJ ｢不老感.なt.ておさまりますが.官<なるとrうっ

東経｣や｢そうボ鯨. ｢分裂症顔粥.ねことがかJます｡ 7-J-I

s LE〈乃症凍て,i,そうし､うものが出ることがあみので.素のせ

Llが病気のせし､が判断Lこ迷うことがあり3す.畢し＼時は.棉神

々足利TJ:どて充飢こ帝冬てさます｡

棚番て.すが.これJステロイドを飲ん7廃水がそろとし､う

ことしま.僻病の桑田があるわけですが.ステロイドが戎貴さ

かれJttT,LL､てし､は摂<TdIります｡ {-J-よ　かなり麻蚤されてむ凍

原病が顔<LJJ,す.々βまま牌するオもし､ます｡すごく夜せ

てさTくり.凍れやすし､. TcLtと注葱することは必要です｡

長峰の副腎不全てすが､飲ん7.し､て急Lてやめ7-J#含み＼ビ出～

2日日はすごく体がこわく7. 3日E]ぐらし､に高熱が7･ます｡

しかし.鼻炎しま患者さんもよく知っていて. ′亀にJOめてしまう

ことLiなく.こ0)表からもわかるように今7･はほとんどIL,､ません
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贋近-谷間風,撚ってし､るcWL.病的斬h-や無腐′任嫉贋骨

骨頭頑死などてす｡ヱれらほステロイド碩J作用の中て癒†る

ことのてさなし..また皮膚症水のようLて外見からt,よ<わかる

むのとが.胃潰虜や感染症のようL-JJんとが対英7･そるような

a,のと窟-7.まT-:予防法机っきりし7/Llのが剰天てす.ら

ろ<かっ7滑をよくするT-bの経口剤ヒして.アルファロール

とLti)薬が7てし､ますQこの棄て､予防するヱとがてさるよう(-i

なってさてし､ますが.ま7-ILJっさりLTこ成績ばててLtません.

察B,性の大腰厚顔壊死の場創れ血管障害とのかねあい-7･ S L

Eの人でステロイドを授与した齢(,39く廃兵することが言わ

れてし､ます.大隈舟頭の2本しがち､い舜展血管が血管炎をみこ

し.そこ巨ステロイドか済ロわってよけいにつまIJ易(なり､栄

養が全て行かなく7TcL,って壊死をおこします｡ステロイドを飲む

とすく･ぶさるのて･はTJ.＼< ､ 6ケ月過ぎ超からおヱL)ますoそれ

ど.一席L二六着L-J更周した頻創二品､さやすLtことが言われてし､

ます0 2-3ケFh-:席L//トゲ-/写真を頒1[こり.コンヒ02-

ダー僻三を/行LJっ7二t)することが留まれます.

ミオパシーというo)は.ステロイドL-Jる崩症て･､多掛壬崩

炎の場合ヒ同じ楓て延位筋が77く､しか乙在右対称亡く筋力がお

i;ますoステロイドの骨は.プレドニン7L20m許以上てL机､とお

さませんし､中耳夢の40fng以上でよくみさます.また　おさて

しまってむ40m宮から20m甘lこ下亘れ!'.そんなLこ礎行せず抑え
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られますのてそれ程心配しれ＼りません.

l"l･lc :I yルココルナコl JIJrまのjJ作用とその先症taFT,-

1-　　1二　　　　　　　l lL　　　　川　　　　　　　　　　　　†た　り(竣J† (lEr 一il)

It,L'L l　　　　.'tf･ILL.糾:1.I J)"HLL　朴u.　　　　　　　　l;LH.舵′l_J'州1J

lP.姥仔1仁J) MJJ lu判liy.目地J)LQr止三JtHn))

lTl rt･'別系　　`71 (LHl川場一　月岨那L JJAlnliHd仙旺, 7!.純分馴1棚

-/Flスタyラン7･'1ソ含1R抑flJJ

忽他作炎,朋nTI肝　　　　　　　　　　　　　　m川JJFtm.肘nJJ'A'け

州川作系　　†川一昨謎F ()つ状乱　川.L大工軌　71ミIm:J'J:i-)　　祁t毛伝ih拍IEl. yナ-/スへq)むせ

ImrilC3位,仇脳WHL;1:I三帆　LE机'Cんかん　　　耶Illの水･ TE解rl代.Tnblui

Ⅳミ　　　　　　自rL]rql po5tt:fJOr SLlbcilpSuI.1日:LltLlrLlt:L　　　　水.lE.H.の78解不漁瓜　ふっ多AHJIの,igLヒ

軌′1陀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　限11三の上れ　人コ多粥川の愁fl†

月mu凪　背離托泊FHrr
蛾此性(JJi血性) 11蛾死

筋　　　　　　　ミ*Jty-.妨萎紹

●

1日tの減少, Ca　代出先,TllJ'

mJJ3軌nl甘陥'B (朋肪加性など)

【〕蛎の秘所Ji:肺増,タソJ{ク興化,低7く血症

lErq　　　　　　多毛,超好一　脱色軌　LB:下級はの革紐　　　　　7ソドt･ジ

心帳. lh†f系　　T,.石山EE,心筋昨'.tl

血托形IJV,九校.控'/(

lR柑系　　　　　尿指拭石,花悶叛促

血統　■　　　　　白血球(とくに好中球)榊加

好恨球, 1)ソパ棟の碑少

KUIl系　　　　　　ステpイド朋羅柄

f.3侶Lm症.中心性肥満

低lく血軌　尿中Ca,灼壬ノ戸樫増加

rJi分氾系　　　　F.q円LL:質横幅不全

成見附缶(小irl)

fl経穴滞, m千秋の沸少

I/作用,タンバク38化

鉱耳コJL,ナコイド作用

凝閤田子の州加.抗7'ラスミソLl札血管攻の変1

羅中Caも梓惟岬加

肝中球の生IR,一i;鵬からの動且の促進

好励球, 1)ソ,!確生成抑制

肝の糖新生のEl'L兆,抗イソスlJ-/n m

脂肪分解,屯幹･内轍へLD軌艮

広27コルナコイド作用. Cとし.燐再吸収抑朋

下垂作ACTtI分L7ErL抑朋

Gl寸分陀抑肌　ソマトノジソ塵LLl低下

ゴナドト　p L='ソ分泌只茄

#り返ししこなるがt)しれませんが､克彦C)オがら言えば,ス

テロイドを飲ん7･し､る人は二抗体(外がら入ってくる正し､軌くヌ寸

する才‰抗力)て･ある見原グロブリ-/が工GClて､正常7.はTOOO～

/5100な､のが.ステロイド巷がTd,り飲んでし.る人はTOOOJ,X下に減

ってし､ます.々0)ごとから感染にかがり易し､ことと.感潔し7-1

虜合t二は冶LJずらし､とし､うニヒがし､えます.

消化蕗系71t3.滴化椎斉藤が最む脅し､わけですが.腸にし､っ

て､､ろ血管が詰まって栄養がし､灯す頑死をおごL,浦虹する虜
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含む励二あります｡脂肪肝とし.う句は孝養の取り過ぎで脂肪

か肝風潮着するものです.

中枢辛酸系では.不眠.イライラする.不老1-A/る屯､どの草

薙のものから.々う東熊　うっ東熊.分裂病tcL'どがあります.

当然.ステロイドが減って<為と良く7㌢ろわけ71.

肺では.白内障や日国定が上がる締内藤など7す｡ステロイド

を飲ん71し1ろ人0'中て･日班が高し､人しま,ftDf彬yL､ようですが･腐　●

床軌こ在涙がてる人は,J/7jL､よう下す.

素t'国庫,i:切が骨71す.虎姫骨折や無斜里大催骨骨頭療死､

骨癖転症tJ.'どですo

麻7･ lま.戚ヵや老婦なtlです｡

軽し､副作岡の中71.月緒が上げられます｡勿毛や二キt;.負

素鰯絶する.皮膚全体が者解して血管が細く浮き7･て見えろ

虜下細俄の養締TJ:亡があります｡

闇蘇､血管系ては血管がつまる塞#･腰塞.血栓や心筋摩●

客.高血Tiも､どです｡頻度としてしま高血圧が非断て卑し､れ丁で

すが.屑原病の場合.腎麻に障害がててくることがPPL､CW..

その執こ高動左になることも79し､わけ71すoステロイドがかf/

り減ってさても､なお高血圧が残ってし､る時LJ節気のためと考

えてよし､と思し､ま~す｡

尿中o)カルシウムの桝池が77くTJ:り､床管解石がて.さる場合

があります｡



血瀬て･は.白血頭の甲の矧こ好中耳が増えることがあります.

りンパ顔が減る二ヒむか)ますo

代軒系でLJ.僻粛4,高脂血症､中JL=,瑚巴満なと､があります.

他て侭77りウム血在がありますが.これJパルス療法なとのよ

うEて､ス者にステロイドを兼与LTく蹄L-i(おこります｡その

執磯かヾおさます｡低かノウム血産LJステロイドq/eE二､ロ土

●　し､7'J)下痢をLT-J)し7-JB合や.利尿剤を六%Lて飲ん7凍.ア

ルコール.漢方薬zJとtてTもおころの7･;1/@が碑要下す｡

内命泌系ヒしてしま.副腎及簡磯j7JAE不全があります｡ステロイ

ドを飲むことば,白倉の副腎からて･てし､ろLのと同じi)C)をロ

から入れてし･ろわけ7､すると副軌ま家締し働かか<なってし

まうhL17.号4その椎_成長摩乳月経異常tfとがあります｡

以上て･すが.ヒLの案下･b封乍用と副作動才/a.すあるむの7.

まT-/W(廉ほと劇作翻であると思って下さし､.

●
Q :私は発虜症でプレドニン/0-/5･rn紹服用してし.ます｡副作

用o)動て下痢とし､なのは入ってし､なか17･-Lようですが.私

の燭合.突然気介が恩くね､1てPi:さ第がして下痢をすると

し､力大熊7Lす.これLJ棄o)せ､､み､のか.病気のゼし､なのそ

しようが｡

A :強皮症は腸碑病の中て消化管の異常が最もPyL､病気と吉

4､3



われ7し､ます｡その甲7-.も食道の拡顕.腎から十二指腸の

拡張　せんあ稗動が､77く見られます｡て.甘がら病気の可能

性が了臥､と思われます｡それから副作用て･乙ーF癖はありま

す.神経科的Z/二とも含めて.自律神経系のア-/バランス

がおころことが解構ありますの7.､雀＼く条考究することばで

さません｡

Q‥予防的(-_胃の薬を飲むとし･う1jt話がありましたが.ス手ロ

イドの貴がPyL勅よそか7-ILナ軌く斯,E7ががか為とし､うこと

は､ 60叩プレドニッを飲ん7t､し､畑と同じ野菜を今も飲ん

7･し.為のですが.そ卯はよし､のぞしょうが｡

A:それJ矧二間題ありません｡ ｢夜演虜にも＼っT二二ヒのある

人は.予防として強し､胃薬(シメチジー/ね､ど)を飲むこと

はありますが.着通の虜創ま鵬虹と･を/含め[-J優位

腎炎7･tJ飲む秦を.続けて飲ん7-:方がよし､と思し､ます｡腎

兼の命泥をおさえろの7･.済化が77ケ悪くTJ:ることはある

かt,しか言せんが.飲み,#L†てし､てノ機能が悪くTd-'るとし､う

こt,Ld.ありません｡

a:イ鰍を甘みC7)てすが･

A:それエ野菜のT,_めT,:ヒ思･し､才す｡ 7･すがら貫案の動て頗下

剤を^外為とJ､､と思､し､了す.
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●

●

a:プレドニ-'JOrn折下T;iと副作用が机lと言われてし､ますが･

それま本当7Lようが｡

A:そ拙絹り作田の確執てよります.厳粛や垂直席穿在や筋

の在来むと､LJ201ng以下にするとはとんと･よくZfE)ますd

/Shq以下L-Jfちと.整し､副作刑7･あるム:,フェイス用務

して<るようてす｡ 10rn射大下て･も副作動ま全然おきなし､と

し､う二とLま言えませんが.てLされよ､JO相以下L'iLたし､とし､

うのかj堅だてす.

Gl:ここL二出てし､る感染症とし､うのは.異体的(,漣の兼7j#気

7:/cn7しょうが｡

A‥肺炎.急性上気建灸.虜膚化膿果､尿脚症75:ど.音声

7､し絹難n症乙あります｡終就カがおち為のと同時して. -舵

の細菌7･は観しゃれ､ ､ウイ/レス疾患7Lしま貴びさ沖すし＼

ことが言えます｡

il: CRP (炎在原床)しま腎減摩ffとが下さ7-h暗む出るのぞし

ょうが｡

A.･出ませんo胃痛虜かヒ･マけCRPLま動さません｡ SLE(刀

人で･CFe Pが顔輝,性7t出るのは.月朝棄炎などのcfうに月gLこ

7Kが滞る. /じ月勘-JKが腐る以外はますありません｡ 57.5ス

4g



以iL-A/為のLJS L Eの薪気そのもC7)7.LJTJI<.解凍の方

が秀えL311まれ

Q:神経痛はとう7才が.りウマチほてるよう7すがo

A:神経風よ原因が一定してし､3=せんCW ､ ･沓通は7才せん.

帰任折節りウマチtf頚柳生E-JrL)ます｡月琴輝帝で言えば､

′符節′任動月衆周囲炎( p. ～)も強陽性にマ･ま1.

Q:イ本Lて原田の解らTJ:し､痛みがあり.それが長く維し.7し.るの

7､才が- ･

A:痛みで･炎症反応が/Qiオそろとは限りません.痛みの席軌て

よるわけ7､すo

く北見地区)　60.I2.4　倍本加美

友の合計皆さん､今年は早々に風邪が流行ってし､るようでザ　●

が､体調の方はし･ががてLJ･うが?流行L二号を出し7二が為私

もさっ々<風邪言下先取りしてしまし､この摩薄さL二戴ffから

呆れてし､ますo

今回　私(自称)北見控正賓公休が手紙を蕃予言し7㌦　程

望謹)I? ,=JI,JZ;,i lますか一,IFl(TJ日J土､l烏.〔見目不満匿?拷/封〔

か予を字書か写左､, -_,-｢ノ. 7昏酢- ;一㌧ 1 ｣で二:r,/圭;J;])



講師L-JS化穴から佐/Jl先知凍てし171-I-iさ.建者一回とてt/

感謝してし､ますo北見把匠の党名は動こ教瓦_日席o)今野先生

Lこ学習会､をしてLtr:T-ltさ､杷【:この兼も､場をもてるとし＼うこと

lfとてむ恵まれてし､為と思しlます,

今回の知者は恩者･家務27品.腰痛隊の方数名.蹄訳

しユキ後7時30分･～ 3碑30命くらし､ま7t.Tごったと思し､ます｡講

演内鼠i/日常生活について.とし､うこと7 1珊軌0分裾7､

●　興り釧時間Li賓疑応答Lて人L,才LT,"

｢Ej常生-;動二つし､7.　(北大　佐/Jt先生)

◎SLE(力治療方針

1.生活祐率

久)増,SE]手(栗外線妊婦　分娩.寡)今､ある

席の薬剤　戚裸､与れ廼労)に気をっLiろ｡

♭)倹串原漬.弟寿素の〕卑衝のとれた食事が符則

●　　2､薬物治療

非ステロイド′性抗炎症剤.副腎皮質ホルモンを傍卯｡

薬の便田lcS-注意として-廉の増減を勝手にしな､

し､ようL/"

◎ ･空翫T:,ミロLJ,7-:か70,亭(40才J^,1の7 ～,ケ1- J二よると)

一､-:土-㌔ ∴:､L二.::Ill

'エ　スエコ/L､フ増刷F:苛

イ｢｢



3.楚動置(作寮夢)

4.歯牙疾居〔義歯　強歯)

∫　無菌′庄骨虜死

占.そ0)杷(腐婚准緑､命娩)

◎霜婚､建碑.倉娩Lこついて

s L E ch発症年齢と診断確定年齢と鰯C)結果

(北大の愚者を49･Jl-1とっての説明)

◎凍原症( pヨs)の増各因子

勘合､週畝席秤の繁務. 'ビ身のストL,ス.運動不足

喫煙

㊨ 79発腫筋炎.戊朝方炎の増啓因子

筋肉労働.榊的ストレス

以上が大まかガ講演内患7.1.ニ0)確.患者側からの質軌二

村して.佐JL仁今野両先生の解答がありまし7--o

a (hJr炎居着)運動のし1ざl-Jlて榔男が賃<なって

､､たということLま_やtまり謹動のしすぎLi硬

くな､し､ん7すね｡

A (今野D,.)　筋炎の庵解しま非常に難しし､て.す｡

(佐川Dr)　E]介てL気をつけろしが7:fLL7しよう,

C)(筋炎患者)　牌が著ししイ令相姦て･月繊維症がある)の7
4才



すが　悪くtJる一方なのそしようが.

A (両先生)　良くTJ:る可能佳bあるので入院しr二才がよし､

てL Lよう.

Gl (りウ71と月蕨腫悪者)悪くL/るEl31LJ7rいC) 7､しょうがo

A (佐)IT先生)　無手里をLTdrLTytげし､し､71才｡ ,@くなるの7､は

TdIL､がと,讐･し､ながら娼さすのLl得策下はあり

ません.風邪E-(;王素することです｡

a(SLE患者)　フ検査籍異が良く.なるべくタトにtE,tJL､ように

し.帽子t)が′3こ､ってLl為のに顔Lこ紅班Eができ

るのばと･うしてでしょうがJ

A (今野先生)　日光LJ3時間位が昭彦で､日焼Ll止d)クり-

LAしまかえって浸くなし､二ともあります.頁甥

は頻繁に洗顔をLた方がし､し､です.

(佐川先生)瞬間(3時間)に対しての婚執ましてLlませ

ん.日焼L十止めクり-ムほ人によって便岡し

ても席し､ません｡紅宛がて･てし､ても賓解のこ

とも脅し､です.

a(SLE患者)　入院中でプL,ドニソ3旬飲ん72頒間経ちま

したが.彦動草はと･のJ程度してし､し､でしょうが.
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A(今野先生)　入院中ま粛院から出てし･る貴簡壕を孝って下

さし､｡

(佐川先生)今は席気が蕗ち窟<ことと.案の滅骨が才一

です｡妾静が/6度と思われますので　避動は

落ち着くまでLtfL､方がし､し､でしょう｡

病気に対しての啓開LJ以上7す｡

こ0)後.み野先生から了外動こ凍てLlる患者のほとんどIまな､

がなか覇王つLltJL､し.つし､てむ病気ももってt,lるt:し､うこと

を醸してし､る人がLlる-｣など.鹿断てつし､ての蕗がありま

した｡それ二村して思離･1ガら､r札幌てしま患者で仕事をしてし､

る成功例LSあるが｣と､､う質問が出ました｡佐J慨生から.r節

炎患者7lf^0-卜内で牝釧毎空清をtEJしてし､る人がし､るが､一

人てX,ってし＼ます.東京o)国正病院のデ-夕て､(ま. SLEの人

が一応社会痢斉しr=ヒ答えたのしま380/oL､て　逆縁篠3年計ケ司

の軌-3.ありt札幌て･朗っと/柏し､左ろ机北見t/ちな去､ ●

･!/7/し､下しよう｡｣との解答が釦ノましγこ｡ (ちなみ(二　北見の

末の会合員て磯(二つし､てし､為八LJ一人714. )

長路L-/,-今＼現在就職( -nいてJFLZ/Ia:･とし､石動ま;Tf'る薄味7

rrlr-

r/三r一㌧､LL二と-r二と/71-しーっ-す.,音はそこI-1:て有見る-才か出産71､′〇､っ

J7-A 7すかし7.と占,) ′う､打7仁王,JlaらtaL占.てこL/S:,
/L＼つ-I,ノ

以上か医春吉お宍合郎]′答7 L /-r-i ,

fo



この篠､友の合の人達が集まり. /tLi年金をするが新年食にす

るかで話し合し､.暮れよ何かと忙しし＼(主婦の有産は)とし､う

孝子､未年7 FH二新年合を行も､う動-i/りまLT-" (耳に一席

の私の出番て1.)みんTd:欄をこわさTJIL､ようL二､たくさん

の人が案まわるとし､し､な一と思ってし､ます｡

友の金の者5んも.これからと･んとん寒くなって来ますので

充介励-Ji気をつけて下さし､｡ちょっとした沖断が風邪におそ

われる.教訓そのTです｡

最衡二t,う一席.北大の佐川先生北見E7番の今野先生L,Jl

選者o)一人ヒして本軌-A教致します｡ありがとうござし､まL

T-"これがらち何かとお世話(,lt/ると,思し､ますが､よろしくお

顔し､致します｡

早-5:I-ち) I;･-LL':'J rT-.Ty'1 ､

I

I

I

(,二∵

難病センターは､このようにご利用いただけます

相談圭一医療･福祉制度　年金･福祉践

器　法律なとの相談とアト/くイ

ス｡芯話･手√氏･こ来所.いっ

てもどうぞ0 (応迎月賦日～金

地=]/午Llリ1()LflJ～午後5鴫)

会議望-rL_'議会　f乍(.!絹団体などの会1-ち

.,l‡諒1会･研AL<会′1.とにどう

ぞ｡ビテノ,71ライド,OH P,

LT､写　-,こ…　′LL,乞llTl三と′,r

i,T.rJ〕して- 1

(,一二　　　L｣ ｣, r ｡,し,17.. .〉　　_,

し/.､′　〕)7. FrL"Yp-J亡

･J)′　′　　　　三､ 〔とここ刑173

■　　　　一　　　　一　　　一

/ _/ー　ノ　　ゝ　1

定員16人/和室(4)･洋室

＼1､

安全設備-あらゆる事掛こ備え,万全の

設irfll-iをi,,'tJえています｡安心して

ご利用Tさいo

その他一磁祉出講:=の展示.用談,患者会

活効のための印刷謡や1万などご利

用いただけますo

Ph･q詑ヨー1月7 FT′J､ら12月27日了と-て(EyJLl:i

EI: J′‡:LliiH/八もリーにナ)C

刊]】川J=批･一二二.盲77 9 【rp, -ノT二,1'女9 ETJfl

(全日だ三)

-.LJ芸の方-i)ご利用下さいいo

fL　　　　-.I



く瀬川地区〉

8円25E]のE]盛日.侠頭の中年後1時から相Jlす勤労者裾祉

愈館Lておしtて､席糎病友o)公租/･I文部主催による策会がありま

した"し､つむの頑TJ:会員7-i-けの集まりでLJ7/<. ,i<スターガと

て谷L二人1 7し､tJ:し､,し､わゆる-解の方蓬に呼びかけ色々711孝

を話し食おうとし､う主旨で計画し/0品の新しし､方々ガ勧さ

れましT-"

今回の勧励ま､夜0,合合員//名.怨凋の保健婦さん4名. ●

難病虜の方が石J滝田さんをLJじd)3鳥.新しし､方/o名.産着

の家族o)方l名. NHKの節拝才の方3品と計33品の農金ヒTJ:り

ました.

勧めL二者灰由美子さんの才和琴- /届'/,真智子さん､山田都茂子

さんから友の合L二つし､てo)誠網があり.その夜寒談合【こ^りま

し7∴

市内からお藤Le)宮西さんLJ. S.53耳/0月7%)'r医大矛-内科

i-^綻｡ 8ケ即船齢確.厚生病院虜席料でSLEと診断. ●

規在.腎牌障害と高血Tiで塩分削酵しており. 4過剰こ一席の

速乾てプレドニー/tOmg ･見夜解削剤(イムラン.ラ:/･'クスなど)併用

中.

成田さんLJ､今年の4月初句39庫の蕃禦･し1し＼〃ん屯､と7㌧道

北病院を訪醒0 3年前からL,イ/一視家と関節痛があっT-1そう

です.魂在薬物才安与Liありませんが.解足疾患の認定Lf軌1て

∫2



●

し､るとし＼う事て守.その他の在庚として.もともと器管が摩(

承れると牌がだるく. 77/yb腎障害があるそうて乳

好本さんLJ. 54年に勤産額71診断されまし7'-"

菊雄さんは　ご主人がSLEて5-月から^醍中-Tt蜘･出席

されました.去年脳血碑.今年の5-月市11病院71S LEと診断二

症状しかし､牌肥大､関節痛tJ:ごて.入院当初ステロイド刺を573-

5iFn9朋用してし､ましたが.栗丘25両まて滅-7'こそう7Lす｡

今回の出席患者さんの申7-碓一g/任の. -f叶から乗られた遠

藤さんは.仕草動くあっ7-潔管区天からの紹介77ZBJ情宣六戊膚

斜に通院中｡ SLE(オ主症状(まはとんと雁験してし､ろそうで.

稗に高血圧.高血路薬物酵乳-JJtL'ん7いるとのこと.

足寄がLBの森さんLf. 58年に腰痛で森山整形,7卜科を訪裸. 59

互/ FH:市立布床へ. 5-Flまて･入綻oその好は顔の左革かが腫

れてし辛そう下す｡家業が農家とLlう孝7∴家e)中で確てしわ､

りtJL＼ら外す.つし､無理をして関節痛tて/rii'んてし､為とのこと｡

戎在∫mg確固や.

蒋本さん甘518年に発熱と球形/紅玉荘7､日原内科を脅診.レイ

/一現象卵肺病Ll線醗LT=ことがLJ<.現在5Ah9眼孔

麻布さんは59年脚､関節が痛くてりウマチT,:ヒ,EPLLL､.

日赤L:行ったところ食血と言われ昨年g飢こ患化.入院して

今耳I飢こ諸味しました｡現在Sm告ぐ婦日)て･2週軌日原魂

醍中｡病気7'三からと言って客の中Eこ閉じ史もってばがりて･ta:し､

fj



LTtfl).ど.痛極細こ可能tjI確り升L-i出rこし､と.詔勅的Td:生活を

送ってし＼ろそうて･す｡藤原さんがふtよ､ I(tEの患者の皆さんの案

C7)者tiと･の位か.日常生活をと･C7)木勘二過ごしてし＼るのか　t-し＼

う静間がありまし7'∴

小石川fんLま　あ子頒連れて来て下さし､まLT二｡出身が仙台

とし､ろことてt/OE濯前､釆北医大の常解斗を安診o素の絹作用

で骨頭虜死の崩し､があると言われ今度願を耳為そう7.1･

同じ<骨頭虜宛の診断を脅し†てし.る合員の頒山さんから.ノ検

香の内容につし､て説E)jHJ<かまし7,"ヌ. SLEの言秀因にあげら

れてし､る日光適歓が.何放し＼L17fL､のかとし､う質問がありまし

7',"魂在IO仰gn民間LtJ:がら蒐)r僅大に通院甲J7Lす｡

その他.保健婦の方からお話がありまLT∴親日てLLiSSl/早

からpj'i間活動を鰭d)てし､るそう7すが.全昇の方々のお宅を訪

間するとし､う孝しま大変難しし､crうて･す｡ S5,9年不の碑ノIl市俸膚

和訓叡こよ為と･ SLE7挽､強皮症･99度佳節炎2摘･ ●

シェープレ-/症候群1品,計/05品のうち､今ま7凝固した方

は45,品とノ約孝教て.その中71新しし＼方が23品ヒとうして乙そち

ら,が傾先さわ　しが引t名クイ芽硬婦7訪問するとも＼ろととてむ

酔]され九､し､とし､う二こてす,こうl)＼う芽もこれがhの課題と

fGL＼ろ-:,'L CL-う_.
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く帯広地区)　　清野.和子

帯広地区の紫まりを/0月/5-日しこ聞さまし7--"今年宥和て医療

講演会がある予定とし､うG)て､その折こ十勝杷-Liの皆さんとお

合し＼してみたし＼ヒ思し＼ ､全域あ公房の万象こ錐頒葉書7･呼びが

し†てみましたoしかしながら.稲原出席でさ7'二CnJ帯広市内と

近郊の人T-I刷'JIってしまいまLT-"やはり病人の食ゆえ.イ士

●　方の机､二となんてLようれ

敏病気に関しては専門家の楓こな､17･二人しまかり71す那.そ

れて･乙;欠々ヒ色々ね密林が出てくる庫しこ不安を掃ってしまし､ま

Jdo病院へtJ東面E]L二重17し､るんよがりですが了この虜と･う

マすが?｣ ｢あまり調子喪(ありません.｣とLtう決まりきっT=

医師との会話に不安や不満が出てし.ますo医者6患者b調子が

浸く机､のが病人とし､う観念てし､るの7しまなし.れ出てし､る重

体が他の病気からきてし､るんじゃTJ:L､が.今の′碩な診察T-lLっ7-_

●　嫌の病和-牙-て紬から机､･更年期'/鋤虜気る＼のかわ
からfJ:し＼とそれそ拙二,etつてし＼ます.

集ま/)を閉し､て話をしてし､るうT,L二　他の人ヒ同じ産直＼あ

ると｢あ3)やっぱり｣などヒ妾/LLtする碑か節介ががなL)あり

まれ/いくとも病床了は訴えt二対しての威容をしてはLL､､も

つと藷をゆ-くり醐してほしし､と/雪､し＼ました｡

荒屋さんは磯場か凍謀で席直zJと乙あり.体力の眼凧二さて

し､る/頑でLl-"案で太ってしまうの乙かなL)気がかりの席子て
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甘水l af)まり素を減らすこと乙′てさすにし＼ます｡

bf周集ま1た鋸J5-人T-:けてLr,tがt六㌧､しこ凍って､食べて

笑って楽しし､一日でした.

LI

路和6庫4F日日の年金改正-;aL二先立って.昨年ワ即日

より厚生年金の尊顔重症刺席( 5I年制酵)が倣廃t'JJりまし

た.厚生年金を机丁て､､る軌こ解しt S年を過ぎてから摩

若芽金を軌丁られる超虜の厚箸の林矧二該当するようになっ

た虜alま.年金の諸表が可紬-A/LJまLr--

#し(は近くの社会保険孝務軒が-難病雇の凋談室にお間

し､盾＼せ下さし､｡

4F日日がEhの年金の孜正Lま.私達にとう解れてくるのて･

しょうf)､o

露和61年席の医療講演会で.具体的な孝Q/Jを透して年金の

勉強%L,ましよう｡日矧よ5月251日(E7)の予定71す･詳しく

L才媛日改めてお知らせし､たします｡

t6

L
.
.
.
.
_



勇払盛飴8255　7ツケ-トの凋談(:答えて　Sgねsg鮎払sg飴払盛鮎払｡臨7, /rt;37;frL,3笥ri3trc.3i7rtat3rL17IjrL37If73,7Ifrti7,7

illI-3

LCl>?
I;ElS

Lrll

アンケートへのご1品刀ありがとうござし､まLT,"

回答率LJ. /73島中///名7640/.でした｡

結界につし､ては.こ0)後のJ L＼ちはえばし､､そ,irLずっお知

らせしてし､さたいと思し､ます｡

今臥よ　オ日談コーナーより耕させてし1-J-:きまLT,"

く糎当〉

中井　秀,i己　先生(新区協札幌6:珠病院)

佐川　昭　先生(北大病院牙2内科)　　臣
亡

野田S5田t3野間田S5野間野間野間野間野間PS5野間野SS野間田岡野間田筍野間野間ESq野間野間5f

+質問l

sL Eて.尿が出なくTJ:ることがあるのて･Lようが｡病院そ

ば未碑神経がマヒLて. SLEが満ちTdIL､搾り冶らなし､ヒ

言わかれた.犀RFLJあります.離して4年に乙､ります｡

尿が出ね＼< 7TJ:ってがら.粛打更LJ自力て･ほて.さ7:f<7:jってし､

ます｡　　(SLE. S.3象年生れ-如任)

⑧　一脇机こ言し､ますと. SLEq仰甲紹酵軌ま脅確であ･)

まして.脳血管醸害.月h/脊すし､頒炎.脊すし､酵軌こよる痘

木材と.それて禾耕神経障害も出現することが薪LJます｡

啓開の内患からC7+ますと.下半身が動が7:/<なり.その燦

排尿障害が出現してし､3=耳の7.番すし､確断症水とLlうこ

とL-A/り3:しようヵ㌔　SL E7･LJ比軒醇修甥獲てすが､ 5)

LJます.排尿障害7=:LTが角､っ7ことし､うことL-Jdrります｡し

_一､ _-　　JL.''　　-
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かし.一席神経内科が渥尿掛71婿密検査してし＼7,-T-lL､rこ

方がよろしし,がと思し､ます｡原6]L二よってLS､訓練や薬解

で覆水が審<tfることbあLJますp､らo

l■

●質問2

舜茸SI鞘二結婚予定て,す｡

プレドニー,,を4ヰ間飲み託1,171)､富市//ド.手摺を定めろて

しょ})が｡　(SLE S3開二封ノし　東榎)

◎　s L Eに釦1る私産C7何種惚れ以下C描tl''牛を諸腔/(JT二と

封庶ね基準にしてし､ます,

o sLEが猫舌勧竺7あること(ステロイドが兼拷蔓､

文LJ服用してし､ZfL瀬花でコントロールされてし､る二ど)

㊤　プレドニ-'碑穿てIIOmq以下Olステロイド内服て･あるこ

と｡

③　免疫額制動を服田してし､ゐ＼し､二ヒn

@　現rf.腎在又は腎機能低下がかし､二とo

@　産額(-Jって悪化する可AAE,性のある血管炎.なし､LLJ

廉潔合併症が存在し7/し､こと.(′じ､肺･血管7:fど)

もし. ji度可能である7:cLtらLご　てさる7--=り産科と内科が揮

落してし､る病院が嘗まLL､と考えます.



●

●

●質間3

SLEからの腎症､ネフローゼ症候群ヒ言われてLlます.

SLEは安定してし､ると言われてし､ます｡

腎竺牌.パルス席諾､発露抑制和二つ､1て知りた､､の下す｡

(SLE. S39年笠作東′性)

⑫ o　腎在V7あるS LEc7,.朗＼.号俸を讃,E{するのlま腎醇筈

の/窄蕎~770私ブモク滴TてrJ/和.LZ9,7号-管玉('血昂　タン

パフ′不　寄竃弛'をも下よこと) vlc釣る患者に押してLa一　層

紺到二腎朝奔L富て.,-,二;畑iL督,/蘭勘鋸よL,]言草蒸

薫針,/5明澄こ雄三すし.予後の天産にも甚妥ヒ考える

･二,㌔ ∴∴:･一∴

決して壬ル毛､ソh-こされてし､るtfとヒ不安を拷っむの

7･ほありません0 -つまり. /,広重t'zJ:し､のに医師の

データ寒め畑丁で禰癒するとし､う席頻の願子は釦)

ません.ヌ.この願両室験､卯積ん71-lt医師が施行する

場各音大fd:合併症はほとんとあり3=せん｡

②　データを見せてもらし.ましたが.礎がL二SLEc)テ舌翫

椎は大変良くコントローノレされてし､ます.間軌ま腎碍

能低下(クレフチ二-'クレ7ランス低値)と原音白骨

がま7二がTdlJ高Llとし､うことです｡

私の#'｣断を申しますヒ.腎竺碑を早期に兼行し.それ

∫9



L:基づ.し､た頒種的ガ諸席乞行,/う成賓があ‖ますDス

テロイ冊大音療-;Zが′マルス承法･又L緩夜榊刺o)

イ#臥血愛吏承Td:ビです｡

腎麻の威令.あまり晴間を経過しますと不可離液化

を射,tL,冶承しても反応しなし､とし､うことしこもなり

ますC)7.鷹合を笑わなし､ようにして下さし､｡

●啓開4

来年箱婚する予定て11が､死顔･出産とし＼うこと(二つし､て

とても不安て11.また椎に.結婚生動二つし､て気を付けな､

_:_le け頼れ､し1机､ようかことがありましたらお教え下さし､｡

現在プレドニ-/ l日lOp各月細･ (SLEI S33年生^･有刺

㊨ sLEヒ妊婦L出産ということにつし､て､私達t,北大オ2

内科(通ってし､る患者さんt:つし､て7ンケート調杏をし､

8飢司の妊顔の絹果し二つし､て命析しまし7':｡それてLLJ利まり

s LEのISut者さんて･は.うまく妊嫉欄統て･さるケースが

/Jr机＼と､弓籍罪が出ていますlまり流産や屠産が一般

の虜倉よりも99<.即二妊婦により症水の恩化した人が孝

教ほt.見られてし､ます｡ 7.すがら腔頒する抑二しま･ます腎

麻の接され方が落し､タイ7dでなし､ガと･うがのチエヅクを受

け(出来…摩生検て戯れてf,LLIT二方が壊い)･褒さそ

ぅT-:ということし,A/MLま･.プレトニッLaJO仰押下の骨て･-
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●

しかも雌の面てLb病気か落ち着し､てLLろかとろがを見てむ

らうことが大屠7才0 -男鹿癖oKとt;小は　その衡定

期硬直しまきちんと安けなLT拙まなりませんdま7--内科と産

科の先生の充分ガ塵絹体制が′耳愛てす｡

紹婚生活一触二つ､､ては仰IかことtJ'/< -戯抑こS L-

E(オ落着さんて･#LTろべき孝.迂害すペさことを守1てい

T-J,:け付出し､ヒ思し､ます｡具体的内容Lよ､講演会文章の

弟Lて書かれてし､利よすて､す｡ご覧下さし＼｡

●質問5

･/ェーケレン症接辞と初めて聞く病釦こ驚き･また毎E7が

不老でZ/り3=せん.今はロとE]が乾き･食事の励二各み企

みが,%く者痛JZ動産行輝度と. /今瀕とLのような産水が現

われて<るのでしょうが｡まT二食草なとし二つし＼て気をイ寸け

る宮を教えてい7'-J-:さたし､ヒ思し､ます.

(シェーグレン症候群　丁/6年生れや任)

㊨　シエーゲレン舟痴群という難しし､鬼前で不安とのニt-てtす

が.聞さ′慣机､いたLlて. :f軌二しまと･んとん進行して重大

な障害が起こるとし､うケースは轟7･1の7･ ･ ′亡配は無用7'.

13L.,

当面の問題としては演が出机ナれ絹膜炎や結膜炎を超

二L/動く傍がつさ､ひtLL＼と牌刀【くt,景'i響しま寸の7･昭

古/



菜は/Blずイ更うようtこすることです.ま了二ロの髭さか強し､よ

うて寸の7.食事の軌Jやはり7K介て充介に流してやる｡

また酸っぱし､tJのをとっ71こりして.少し7･b刺激して感涙

の釦Uを促す二とlこ好めて下さLLuそれから虫歯になりや

石Iので.歯の衛生(=は矧こ気そっけて下さし､o食物t,当

然　淵化の壊し､乙のを雇/3くセよし､てLJうo

今のところ蔵本斉藤がありませんから､上記の頑な方讃-FL

経過をみてし､(ことにな､ります｡その化.全身Gl在来が出

ろことが釦)ますが.誰でt,出る訳でなく一双にし稀です

ので.定期的に麻酔二通ってし､れま､浸し＼t,思し､ます.

･%･苑生の回答をご本人にわ知J7Jd:しましたら､｢とても妾

/Lこしましたりと喜びのお密話をし､たださました.

㊨㊧㊤㊥㊨㊧
I2月禾現riまての友の愈会費納入率Li55-0/.そ､例jTLこ

比べ夜くありません.

3 F7末吉てlこ前年度食費切れた方には.郵便碩香田親を

同村し､たしまLr,tのでよろしくお顔し､し､Tこします｡



三6B海dCV E]-夢-

私の発病tに､<簡単tftJので.高校3年生の粗く与の刺二木

Ll斑東が出初れ痛くもかゆくむなし､のでLLJ.･ら<ほっTこらか

LLこしておしL7'二のて･1が､段々と増える一方て急に′じ配L-JJ:Lノ

妊軒の戊席料を転々ヒしまLT-"原動よ解LL1･.毒局H大へと

●　回さy(ました｡そこ71の務断t了願原宿じゃれ､か?/､､とし､う

車たし17r詳しし､孝は何一つ節が押す.願には通し､f Lたが､

両親乙そして白倉自身t/甘く考えておりまL,7-_｡

ところが.冬L-JJろヒL,イ/一現象が超さカバンが滞てZJ<

なり　友風域けてもらし､遺し17二bのですoその虜がらちJeん

と勉強しておしlLか･

高棟､自動車常夜､バイトヒ過労がたまり､関節痛L=ムク三

がおそし､､トイレ-7t･しゃがむのむやっとの毎日がt,続きました.

●　就軟も決まり日楓二向かって頑破ってし､たのですが.風邪をひ

さとうとうダウンQ初出勤の日に入院ヒし､う,1,7飢:なりました.

逢し､てH大へ行くと･ 4a賓近し麿があるの(こ摩泰だけして帰さ

れ途方L=<わた両親と動よ姫所切紙谷病腕のD粛碇へ行っT二

ところ-直ちにSLEと古今断押入成させてし､T-J,:さまLT=.

jkLJSLEと影断されて乙.勲が下がれよ帰れる.働けると

信じてし､上の7すが､医師や両熱線Lこショックを与えまいと

--　　C)'3　　-- -



薪如説明を控えてし､たの7Lすo碑定疾患の与腐さをとL) ､勿

d,て享の音大さに気付､､T二のです.その埠の,/ヨ､L,クと驚きL三･

言葉-F･は勿験言し､表わせません｡

色々と考えt箱鰭を管っγ,訝庶民とbF･｣れまし7,-｡就琳-の方も

ダメL,ガ'Jまし7二｡高夜を卒菜し7-Jまが)の私('Jd;欠々ヒ祈り

過ぎて.病気が車重さまし7-" ,hZんて･し､ろうちに蹄が解決して

くれろ.れてこんな私でt,.バイトて働き一人前のOLを気

とってし辛のもつがの軒また甘く.人乳そこの合紅さ7と｡

白倉戚劇やヒロイン机,電し､姓ん711し､た未発･やしまEJ神酎

､､るの71甘｡私を不孝のドン席から救ってくれろ人が盈わか7'二

のて･す｡

その人ヒtま､舜年の5-月5-日割算の日(こ発言婚する相手てLl｡

勧めて逢っT滴から､白倉に病気とし､う引けE]を席じてし､たの

で　イ寸さ合う孝にはかなり勇気机､りまLT-"病気の昔日をし

た酪媒しま∵バカヤロー.白倉71治そうとしなし＼がら7,1､､と鬼

をPtlLJつLIT二のです.その時､この人b把の人と同じて席気の

孝を理解してし､屯､し､ヒ思っT:のですが､それよ大子打開遺し､7･

Lt二月皮の母親ヒし､うのが.医療事務をしてし､て医学L'JS詳L,

くー　こっそり事輿で調べてし､たのです.その事を知っT-一軒私

lJこの人l二1し､て行こうと沃めたの7すo紹感を沃素し71-b･

回机㌃すこく′じ配L/まLT,"普通の人7Lさえ結婚ともみーれま重

大ZJのLて　まして私3+7-JtJものが人並み(こ結婚をしようとし
-　　64
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てい為C)て且これから免.まだまだ色々7d:ことが私を待って

し､るそしよう8 7b鬼は.77強く生きてし＼ける気がします｡こ

んat払て･b/#凄ヒしてし,る人がLlるのぞ･す｡

こんな瀬気拷ち71も人間7才｡磨橋のある生身の人間7す｡

とうゼ生まytてさT-頭上.し､ハ乙幸せて･ありたし､.,.,

5-月5日1 ,fpf賭してよL/し､っそう幸せL-Am)ます.

●
S60. /2. 24

P札幌帯　封寸美容子(SLE)

お手鰍与素とうもありがとうござし､まし7･-"お化しし､中､

本当にお手数をかけ申L/訳Llござし､ません.

おかけ裾で私t,人碇せずお正月を迎えられそう7Lすo寒くガ

るとやはLJ.あちこち痛むところ々ら､調子の落し､ところtJIと.

出て参りますが.そかなL)(こ切り鳳ナてさ7釦)ます｡

●　勉強合を兼紹た交流会は.大束鬼の身Eこなっております｡こ

れか局鷹合がある風ヌI E7分の体の泉谷が許耶戻り. /妊･す

参加させてい7.こださ7T-1<思17おります｡

それてしてtJ､友の愈7周脚力されてし.る′トキさんはじd)皆

兼方に甘本当に頭の下がる思し､7･ご告lまれ私と机相身

の体のこと7舟一杯zJのJこ.宜縛方は病気の身体てあるl-Juか

かわらず･本勤--生鷹命尽くして下さって､､ることL:. /じか

6∫



らお礼を申し上げたし､気帝ちそし､1,ぱし､です｡これからもどう

ぞご白倉の身体を労わることを急かす.頒凍ってLtT-J,:さたし､

ヒ/tPu･LLます｡

S60./2.9

札幌市　高林美智子rSLE)

の版元に一蔓　●

海藻エキス配合

美泉クリーム8JヤeJ

シャンプーの特徴''=:--:-ここL-∴ ∴:-I.
磐をしなやかに色盤よく洗い上げますo

が簡単.ボディンヤソプ一にも使えますo

利益になります｡

ありがたいのですが-

≡∃(1袋300円)も扱っていますo

-お申し込み･お問い合わせは･友の慧芝タ_内長釧まで.)蔓

し､1もS L Eが中/Lit下.化q)勝原病L二つし､てLJ/dtがな

か濁載することがなし､のて･すが､次号に｢=/エーゲレン

垂席群につし､て.とし､うテーマ71.滞薪を予定してし､ます｡

bうししまLLF)くお才守ち下さし､｡



r_,i;-;:<享葺吾妻
盲と.:lW No･4

>　S60.IO, 6 (日)

●

アン71-卜の集計作貫をあ解し､するたれ　T ･ HさんrSL

ち)宅訪問｡

T･ HさんLI.9月24日頗より勲と序痛が5)り､胆のう炎

と舌今断され自宅Lこて安静如寮辞T-:1T二が､昨日より^浴む許

可され摩痛tJtJ:<なり入院せずに済んだことを書んでし､た.

先生からLまー入院のことを含めてし､ろし.ろとおと灯されて妥

帝にしてし､千二ことが.絹男的L=ほ夜か1T-_ようLて思わyt乱

しばらく′3ごりに合1たせし､が_時間t/,たれて毒し蝕んでしま

i,､. 7-/ケ-トのことLi最衡こお顔し､して帰っ7きた.

>　S60./0, /S(火)

北大新手升斜に人醍中Gg K Tさん〔sL_E)を訪問.

会葬訪間詑鐸cMO. 2て･紹介した碓女7 ､ ∫9年4和て人工

骨頭にて名大腰骨を各桁｡今軌-i,結局.骨切り回転細tこて左

大腰骨を10月gE)に寺裾施行o経過は夜弔て･.骨のつき異名＼

をL//トゲン写真下見tJIがら嫡子を見てLlろとの二と｡

(その後I2月4日りハと-1りテーションC7)ため車椅子のまま

登別序綻L二審碇)



>　S60. //. /8(伺)

藤根障害をみこし.動産備中突病酪こ入鹿中o)～ i(さん

(PSS)を訪間｡

原田がはっきりせず.麟中との三と｡本人も突然のこと

て驚し､た麻子71,:が､現在は酸素を躍ってT㍑､′3ごん落ち着し､て

さてし､るようT-:｡

>　S60./2. 7(i)

/0月6 EH,-自宅t･j方間LT-J ･ Hさんを入院中(卵巣のう腫)

与術のため)の幌赫床へ訪問｡

本人としてLJE]覚症状がほとんどね､<.元気そのものだった.

>　S60. /2, /r7 (求)

手術媛C)T I Hさんを再び言方間｡

手術綾o)庵適LSJ･l頁鯛だが.瀕杏の解凍.寵局しま子宮筋腫と

レ'うことが食ったとのこと｡これから/TJL,モン0)バランスが

くすかたりすることtJあるよう7-:が.本人の明るさと務さが

∴ニー::二二~　　三突
如医碗中東病院L二人唆中ow Kさんを虜び桝.

肺高血圧症も伴ってLLることが.針上7K倉.癌分割酵ガ加

わ1たとの二t:｡私の虜合の経験b含d)7､嘘倉のことしこつ

いて藷をする｡
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>　S6l I. /3 (局)

再び. 〃･ Kさんを訪問｡

お正則よ外泊したが.月餅すが成し.て何も食べられす. [-J-:

碍てし､T--とのこと｡体要る入摩当時から51kg.t'減1てしか､

体77がなく.戒をするのむ孝そうTilった｡本んよす1ガL),-i

ち払ん7し､ろ腐手下､落し.ことばがり腐くれ17LJ訂<,W.す

浸くtcLlる時期がくると励ましてさT,"ご両親のためtころカ締

って卑(元気(-A/って威しし､｡

-一媒※一楽

会員訪間記録b今切74回飢こなL/ます｡
｢合葬の皆さんとの交流を深d)る｣ことと｢合葬-居着が何を

萱ん7し､るのか､何が言し､たし､のか.を少し7･乙理解して把の

合勘-39/ノノ甘りヒb/云えるごと.が缶凍れよと頼めたこと7L

T-"交流を深めるとし､う′卓､そば.友の会として解し､てし､る交流

愈＼ヒLJ凄- T-d71-1ちて､その人自身とVむっくり藷がttj凍てよLl

と,写ってし､ます｡

しかし　tJう一つの′藍7言えば.最近腰間を感じてLLます｡

それJ合房の皆さんがこの詔鋸を売人7･とう思1 7､､るのかが

全く介らtJIL､がら71す｡私7な､くども.合葬同定て･入院した人

がし､ると軌1La:.I.神尾動こし､っT,_としLう諸をよく聞きます｡そ

れが自然のカブこちて･あL).わざわざ私がそれを言己鐸ヒして載せ

る必要があるの7-:ろろがと思うe)7才｡
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昨年行な沃アンケ十の中で.友の如活如軌丁る人が

坪/Cて.紬こ出細机､人のT-ht-J誘えてくれてし､なし＼とし､

うご轟滴がありまLT,-｡

こclご貴兄からb ･私州甜ってし､る合異郷恥ZJM,:った

のかと秀えざるを鐸机､の-7･す｡それま倉員訪問が素味の机､

ことti,のか､神ともaT-l'まT,:合葬新開する率がJ/甘くて､もっ

とも1と行机､よLJ勿<の方と嫁することの方が大切榊カ豆　●

も思うcl ♂Jq.

神と.昨年oI0月6飢こ翻れた十Flさんとの諸o沖で

殖えさせ細IbるC)がありました｡

それ塊痩患者Ll病気のことを/Sれて心､仰い夜乱とこ

かで病気のことを志水たし､,煮えたく机､という筑緒を搾し､て

し､るとし､う事実7Lす.患着金7･すがらE)的摘然病気のことが

中IC71す｡勅,i-t友の合発屈当離それて､よか,たがもLA^ま

せん.しかし.ほとんと･普通o'生活が出来るようにtJlてきた　●

凍在､公爵が友の%Lて軸てし､るt,の亡祓ってさてし､るはずで

れT-:とすれ根の倉の日的そのも糾ま夜わら机､にしても､

愚者金としての友の命のこれからのかノ方につ)､て･ jg*直す

J匿要がある0)ては机､てしょうが｡

友0,倉の今衡ヾ関われる中て∴合葬節男の占める創動エほん

の少しがbLかません.てるそんtI中たがらこそ･今あ折こd)

て見っめ直L,T,_し､と思し､ま五



Ｑ

Ｑ

脳事務局からの⑩知昌世

★新しく入会され乃方達７ヽす。

・前上

　

清司お、（強皮症

　

Ｔ.2生）

・好本辿子む

・曰野

　

京子やん(SLE. S./2生）

・仰田

　

節子さん　（強限症．～准）

・歌住美智子５（ＳしE. 544生）

よろしくお雁iし｀い紅しまず。

？／



◆

◆

★住所変更ざが几方達てず．

・阿部徳子べ

・川内

　

栄子ｊん

・木村

　

のり子さん

ｏ小倉

　

ハルエさん

他旧主所変更こぎれた方．お知らせ下ざヽ，

★ゴ寄付いたださましr･

゜ふ冷

　

でツぐ碑

・小野手智子祥

・加藤禎子拷

・河野通史鴉

・遠藤

　

稔

　

雌

卵00円

　

・藤川

　

久子簾

　　

80０９

ぶ.800円

　

Ｓ００円

ワ0沢つ円

500Q円

・田芹1‘

　

;裕昭測

　　

7.00 0^

・佐川

　　

昭

　

瀦

　

20.000円

・増旧武志対

　

20.000 ^

ありがとうござ≒ヽまし戸
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帯加区医療講撤周談合の細らせト｢

◆　と　さ:昭和6t阜3月16日(日)

午前川蝉より午後1時まで

◆　ところ:農瀦凄ビル

帯広序西3条南r77日TEL.0/5･5'(24)2131

◆テーマ･講師:

｢sL Eを中′じとし欄原和瀕昌艶二つ､､て.

勤医融幌丘珠病床内科科長　中井　秀凍己先生

o o｡アンケートよりo o o

●

二
アンケ-卜の仁和二㌦､ちLi:んぼし.がとびとぴLこしが届

がなし､ので孝が･ ･ヒ何人がe)牙から寄せられてし､ました

の7.お答えします.

表紙の右肩をもう一度よくご賓下さし､o一藩上L川SK

通番〇号ヒ暮し､てあり.それがら5一行飢て｢し､和よんばし.

〟0._とありますp　友の合の機関紙'-し､73ぽんばし｣しま年間

3へ4匡確刊され､欠番LSありません.

HSK重患とし､うのは_難病連から発刊されてし､る企て

の刊行物に記す諌まりにな､ってし＼ます｡

令嬢と乙cfろしく鋤換し､します.

7j



あ･と･が･き

5ヶ月′3いノLこみ窃Liした磯師紙はし､ががてLしたが.

今軌ユ医療講演の将兵号LJみの内容です｡年少も＼りとめ

療養生清V)銅貨に立ててし､T'-I,:けろのてL(まfJ:し､て.しょう机

一番斉し､時期も過ぎて. t/う春がそこま7守って凍て

し､為かと.雪-うと蹄ち透しさがつのろの乙私Tilt77.は,/し＼

ど,gP.L･し､ます.

今年軌1これが最後の､､し､ちLILんぼレ､.と7TitL)ます｡

そして躍如6輝度の活動計画乙着々と準備がすすめられ

ています｡

ご定見やご希望打とあL)まLJこら.としどしお寄せ下

:1 ㌧＼､

編集人　　　全国膠原病友の会北;l毎道支部
編某ミIff任者/J＼専一千明

朝6U札幌市中央区南4粂西10丁目

北海道稚病センター内　√(011) 512-3233

発行人　　　北海道身体障害者団体定期刊行物協会

札幌市北区北3U条西7丁目~　神原　義郎

昭和48年1月13日第3種郵便物認可H S K通巻167号頒価t OO円
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